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松
陰
先
生
は
、
ま
さ

に
「
江
戸
時
代
の
旅

人
」
で
し
た
。
西
は
長

【
萩
公
演
】

■
と
き　

11
月
21
日
（
土
）
午
後
６

時
30
分
〜
、
22
日
（
日
）
午
後
２
時

〜
の
２
回

■
と
こ
ろ　

萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

（
０
８
３
８
・
２
５
・
１
２
３
４
）

【
山
口
公
演
】

■
と
き　

12
月
23
日
（
水
・
祝
）
午

後
２
時
〜

■
と
こ
ろ　

山
口
市
民
会
館

（
０
８
３
・
９
２
３
・
１
０
０
０
）

【
東
京
公
演
】

■
と
き　

平
成
22
年
２
月
11
日（
木
・

祝
）
午
後
６
時
〜

■
と
こ
ろ　

世
田
谷
区
民
会
館
（
松

陰
神
社
近
く
、
０
３
・
３
４
１
９
・
３

０
２
０
）

■
前
売
り
券
＝
大
人
２
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円

■
当
日
券
＝
大
人
２
５
０
０
円
、
高

校
生
以
下
１
５
０
０
円

※
全
席
自
由

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
文
化
・
生
涯
学
習
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
５
９
０
）

　吉田松陰先生没後１５０年を記念し、松陰
先生の生涯と松陰先生が残した現在に生かす
べき数々のメッセージを伝える、創作ミュー
ジカル「ＳＨＯＷＩＮ〜若き志士たち〜」を、
萩、山口、東京で上演します。

萩（11月）・山口（12月）・東京（来年２月）公演決定!!
創作ミュージカル

REI・KOさん

■
発
売
日 

10
月
23
日

（
金
）　

萩
・
阿
武
の
郵

便
局

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム

切
手
の
販
売
！

　

松
陰
神
社
に
伝
わ
る

松
陰
先
生
に
関
す
る
貴

重
な
遺
品
・
遺
墨
等
の

塾
生
92
人
と
指
導
者
7
人
に
ち
な
み
、

大
小
99
個
の
オ
ブ
ジ
ェ
。

陶
柱
は
陶
芸
家
の
三
輪
和
彦
、
全
体

構
成
は
写
真
家
の
下
瀬
信
雄
が
担
当

松陰先生
ゆかりの地

し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

▽
と
き　

10
月
25
日
（
日
）
午
後
１

時
〜
５
時

▽
と
こ
ろ　

萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

【
第
一
部
】
吉
田
松
陰
先
生
１
５
０

年
祭
記
念
式
典
・
講
演
：
午
後
１
時
〜

講
師　

海
原
徹（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

【
第
二
部
】
松
陰
先
生
ゆ
か
り
の
地
・

人
の
集
い
：
午
後
２
時
30
分
〜

▽
内
容　

青
森
県
弘
前
市
や
中
泊
町
、

静
岡
県
下
田
市
な
ど

観
席
」、
▽
死
を
目
前
に
し
た
先
生

の
思
い
を
伝
え
る
「
留
魂
の
間
」
の

４
ゾ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
ロ
ビ
ー
（
無
料
）

休
憩
室
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

■
問
い
合
わ
せ

松
陰
神
社
宝
物
殿 

至
誠
館

（
０
８
３
８
・
２
４
・
１
０
２
７
）

崎
、
東
は
青
森
ま
で
め
ぐ
り
、
詳
細

な
日
記
を
残
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

松
陰
先
生
が
訪
ね
た
地
で
は
、
今
な

お
、
そ
の
こ
と
が
大
切
に
受
け
継
が

れ
、
様
々
な
顕
彰
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
松
陰
先
生
を
大
切
に
し

て
い
る
全
国
の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会

宝
物
を
展
示
・
紹
介
し
ま
す
。

　

館
内
は
、
▽
松
陰
の
生
涯
を
時

代
ご
と
に
分
け
て
資
料
で
紹
介
す

る
「
時
代
の
書
院
」、
▽
著
述
や
書

簡
類
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
鑑
賞
す

る
「
探
求
の
文
庫
」、
▽
小
窓
か
ら

松
下
村
塾
が
眺
め
ら
れ
る
「
村
塾
の

記念式典（市民館）
献茶式・記念茶会

（松陰神社）
至誠館 開館式
至誠館 一般公開

25日（日）
26日（月）

27日（火）
28日（水）

吉田松陰先生
150年祭一

般
公
開
!!

松
陰
神
社
宝
物
殿 

至
誠
館

■
１
シ
ー
ト
（
80
円
10
枚
）
１
２
０

０
円
で
限
定
販
売

　脚本・演出・振付は、平成９年、萩と会津の和解をテーマにした
ミュージカル「早春賦」を手掛けたＲ

レ イ

ＥＩ・Ｋ
コ

Ｏさん（山口市在
住）。一般公募で集まったメンバー（キャスト 60 人、スタッフ 40 人）
の熱のこもった演技をご覧ください。

「松陰先生の原点は、見聞を広
めるため、自分の足で歩き、全
国各地を遊学したそんなアク
ティブな一面にあったのでは。
すべての人々に愛と勇気を与え
た人間・松陰“SHOWIN”の
メッセージを伝えます。

1859（安政6）年10月27日、
江戸で処刑されて 150 年

光庭
（志士の庭） 吉

田
松
陰
先
生
１
５
０
年
祭
記
念
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萩
市
で
は
、
農
山
漁
村
か
ら
の
若

者
流
出
に
よ
り
、
高
齢
化
に
よ
る

生
産
力
の
低
下
や
農
山
漁
村
の
崩
壊

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
現
状

は
、
農
業
就
業
人
口
３
９
５
０
人
の

う
ち
70
％
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、

後
継
者
が
い
る
農
業
者
は
19
％
し
か

い
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
後
継
者
が
い

な
い
農
家
は
75
％
も
あ
り
、
そ
の
う

ち
市
外
に
転
出
し
て
い
る
後
継
者
は

20
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
９
月
か
ら
萩
市
外
に
転

出
し
て
い
る
農
林
漁
家
出
身
の
方
な

ど
を
対
象
と
し
た
「
ふ
る
さ
と
萩
回

帰
事
業
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

【
事
業
内
容
】

◯
対
象
者

①
萩
市
か
ら
転
出
し
て
い
る
農
林
漁

家
出
身
者
で
、
農
林
漁
家
の
後
継
者

に
な
ろ
う
と
す
る
意
欲
を
も
っ
て
Ｕ

農
林
漁
業  

Ｕ
タ
ー
ン

後
継
者
に
市
か
ら
助
成
金

49
歳
以
下
に
、
月
最
高
10
万
円
を
３
年
間

　

魅
力
あ
る
萩
市
の
政
策
を
全
国
に

Ｐ
Ｒ
し
、
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

活
用
す
る
た
め
、
生
ま
れ
故
郷
な
ど

に
寄
付
を
す
る
と
住
民
税
や
所
得
税

が
控
除
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
」
が
昨
年
５
月
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。

　

萩
市
で
は
、
制
度
開
始
に
あ
わ

せ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
高
校
同
窓

会
な
ど
で
広
く
寄
付
を
募
集
し

た
結
果
、
平
成
20
年
度
の
実
績
が

寄
付
件
数
４
９
０
件
、
寄
付
金
額

１
３
５
０
万
２
５
０
０
円
と
な
り
ま

し
た
。
件
数
で
は
、
県
下
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
と
な
り
、
中
国
地
方
で
も
第
２

位
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
に
昨
年
寄
付
さ
れ
た
方
に
確

定
申
告
用
の
受
領
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
「
寄
付
金
控
除
」
は

毎
年
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ふ
る
さ
と
寄
付
で
「
頑
張
る
萩
」

を
応
援
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
企
画
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
１
７
）

　

伊
藤
公
の
没
後
１
０
０
年
の
節
目

と
な
る
今
年
、
広
く
伊
藤
公
の
功
績

を
顕
彰
し
ま
す
。

◆
萩
博
物
館
特
別
展

「
伊
藤
博
文
と
そ
の
時
代
」

■
と
き　

９
月
12
日
（
土
）
〜
11
月

18
日
（
水
）（
詳
し
く
は
13
ペ
ー
ジ
）

◆
没
後
１
０
０
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■
と
き　

９
月
13
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
〜
５
時

■
と
こ
ろ　

萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
基
調
講
演
「
伊
藤
博
文
と
明
治
天

皇
〜
日
本
の
か
た
ち
を
作
る
」（
午

後
１
時
30
分
〜
２
時
40
分
）

◦
講
師　

伊
藤
之ゆ

き
お雄（

京
都
大
学
教
授
）

■
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
伊
藤
博
文
の
虚
像
と
実
像
〜
没
後

１
０
０
年
の
真
実
」（
午
後
３
時
〜

５
時
）

◆
伊
藤
博
文
別
邸
パ
ネ
ル
展
示　
　

「
写
真
で
見
る
伊
藤
博
文
公
の
生
涯
」

■
と
き　

９
月
１
日
（
火
）
〜
10
月

31
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

伊
藤
博
文
別
邸

■
観
覧
料　

１
０
０
円

タ
ー
ン
す
る
方

②
萩
市
内
在
住
の
農
林
漁
家
出
身
者

で
学
校
卒
業
後
、原
則
１
年
以
内
の
方

◯
研
修
支
援
費
（
３
年
間
）　

①
39
歳
以
下
の
方
に
は
１
世
帯
当
り

月
額
10
万
円（
３
年
間
３
６
０
万
円
）

②
49
歳
以
下
の
方
に
は
１
世
帯
当
り

月
額
５
万
円（
３
年
間
１
８
０
万
円
）

※
い
ず
れ
も
４
月
１
日
現
在
の
年
齢

◆
新
設
の
市
営
住
宅
を
提
供
し
ま
す

　

中
山
間
地
域
の
小
川
（
田
万
川
）、

高
俣
（
む
つ
み
）、
佐
々
並
（
旭
）

の
３
か
所
に
定
住
促
進
住
宅
を
平
成

21
年
度
中
に
計
９
戸
建
設
し
ま
す
。

Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
や
萩
市
外
か
ら
の

新
規
就
農
者
を
入
居
対
象
と
し
ま
す
。

◆
農
林
漁
家
出
身
以
外
の
方
に
も

就
農
・
漁
業
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す

　

Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
等
に
よ
り
新
た
に

萩
が
県
内
ト
ッ
プ
、
中
国
地
方
で
も
第
２
位
！

萩
市
の
農
林
水
産
業
に
お
け
る
緊
急
担
い
手
確
保
対
策
。

萩
市
外
に
転
出
し
て
い
る
農
林
漁
家
出
身
者
が
萩
に
Ｕ

タ
ー
ン
し
て
農
林
水
産
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
場
合
、

研
修
費
と
し
て
毎
月
５
万
〜
10
万
円
を
３
年
間
支
給
す

る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。◆

萩
市
に
定
住
を
お
考
え
の
方
に
は

　

萩
市
で
は
、「
空
き
家
情
報
バ
ン

ク
」
を
開
設
し
、
市
内
に
あ
る
空
き

家
を
移
住
希
望
者
の
住
ま
い
と
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

か
ら
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

萩
市
へ
の
移
住
を
希
望
さ
れ
る
皆

さ
ん
を
応
援
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

【
萩
ふ
る
さ
と
タ
ー
ン
応
援
団
・
定

住
総
合
相
談
窓
口
】
萩
市
企
画
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
８
１
９
）、
定

住
支
援
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w
.city.hagi.lg.jp/teijyu/

萩
市
で
就
農
・
就
漁
を
希
望
さ
れ
る

方
に
対
し
、
２
年
以
内
の
研
修
費
用

15
万
円
以
内
を
支
援
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
農
林
水
産
部

（
０
８
３
８
・
２
５
・
４
１
９
１
）

ふ
る
さ
と
納
税
４
９
０
件
の
寄
付

伊
藤
博
文
公
没
後
１
０
０
年
記
念
事
業
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国
の
濁
ら
ぬ
水
に
す
む
魚
は　

遊
ぶ
さ

ま
さ
へ
勇
ま
し
き
か
な
」
と
い
う
遺
詠

に
触
れ
、「
王
政
復
古
を
前
に
、
頼
み

と
す
る
長
州
藩
へ
の
献
詞
で
も
あ
ろ
う

か
」
と
思
う
。

　

ま
た
笠
山
で
は
、「
大
地
の
ほ
ぼ
中

心
に
噴
火
口
跡
が
あ
る
。
海
に
向
か
っ

て
天
皇
の
歌
碑
が
あ
る
。「
秋
ふ
か
き

海
を
へ
た
て
て
ゆ
り
や
か
ひ
の　

す
め

る
見
島
を
は
る
か
見
さ
く
る
」
い
ま
の

天
皇
さ
ん
が
、
微
生
物
や
海
中
の
原
始

的
生
物
に
興
味
を
お
持
ち
の
こ
と
は
名

高
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
か
ら

は
る
か
に
想
い
を
寄
せ
ら
れ
た
見
島
の

“
ゆ
り
や
貝
”
と
は
ど
ん
な
貝
類
な
の

で
あ
ろ
う
」
な
ど
と
記
し
て
い
る
。

佐
藤
は
堀
内
を
歩
く
。「
よ
く
晴

れ
た
夏
の
日
盛
り
を
、
額
に
ハ

ン
カ
チ
を
か
ざ
し
て
、
そ
こ
を
ぶ
ら
ぶ

ら
歩
く
の
が
楽
し
か
っ
た
。
往
時
の
繁

栄
を
し
の
ば
せ
る
豪
壮
な
構
え
。
い
ま

は
み
か
ん
畑
と
な
っ
た
広
い
屋
敷
跡
。

こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
構
え
の
家―

―

当
時
、
人
は
み
な
分
に
応
じ
て
生
き
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

益
田
家
家
老
屋
敷
と
い
う
珍
し
い
建

物
が
あ
っ
た
。
い
ま
し
も
塗
り
駕
籠
に

乗
っ
た
主
人
が
、
こ
こ
へ
現
れ
た
と
て

不
思
議
で
な
い
。
幾
世
代
も
の
郎
党
が
、

世
代
を
継
い
で
住
み
伝
え
て
き
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
た
。」

　

Ｙ
家
に
戻
っ
て
、
早
速
自
分
で
五
衛

門
風
呂
を
焚
き
つ
け
た
。
７
時
過
ぎ
に

な
っ
て
、
約
束
の
酒
盛
り
が
は
じ
ま
っ

た
。
Ｙ
翁
は
、
大
ぶ
り
の
盃
に
た
っ
ぷ

り
注
が
せ
て
、
そ
れ
を
二
口
ぐ
ら
い
で

飲
む
の
で
あ
っ
た
。
酒
が
適
当
に
ま

わ
っ
た
と
き
、
翁
は
、
改
ま
っ
た
調
子

で
訊
ね
て
き
た
。
私
は
、
来
た
な
、
と

思
っ
た
。「
あ
ん
た
は
、
あ
れ
（
息
子
）

を
ど
う
思
っ
と
る
か
ね
。」

　

こ
の
前
は
、“
無
欲
な
人
だ
”
と
答

え
て
叱
ら
れ
た
が
、
ひ
と
の
人
格
を
一

言
で
表
現
す
る
の
は
天
才
の
わ
ざ
で
あ

の
だ
が
返
事
も
書
か
ん
。」
と
独
り
言

を
言
っ
た
あ
と
佐
藤
に
「
滞
在
は
何
日

で
す
か
な
」「
あ
な
た
は
、
わ
た
し
の

倅
と
ど
う
い
う
友
人
で
す
か
。」と
問
う
。

「
私
は
Ｙ
さ
ん
の
、
あ
の
大
容
さ
と
、

仕
事
へ
の
熱
心
さ
を
常
々
尊
敬
し
て
い

る
ん
で
す
が
。」
Ｙ
老
人
は
即
座
に
「
ば

か
な
」
と
低
い
声
を
漏
ら
し
て
沈
黙
し

た
。

　

そ
し
て
「
あ
い
つ
は
わ
し
を
ナ
メ
と

る
ん
だ
よ
。」
こ
れ
が
佐
藤
と
Ｙ
老
人

と
の
出
会
い
の
会
話
で
あ
る
。

　

佐
藤
は
思
う
。「
私
は
毎
夜
、
Ｙ
さ

ん
の
代
理
人
の
よ
う
に
父
親
の
愚
痴
と

叱
責
を
受
け
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
よ
し
、

ひ
と
つ
戦
っ
て
や
れ
、
逃
げ
出
し
た
り

す
る
も
ん
か
」

　

次
の
日
の
早
朝
６
時
。
私
は
臨
戦
態

勢
に
入
り
居
間
に
向
か
っ
た
が
、
老
艦

長
は
す
で
に
食
卓
で
待
っ
て
い
た
。
食

卓
に
は
パ
ン
、
バ
タ
ー
、
牛
乳
、
ト
マ

ト
、
キ
ウ
リ
な
ど
艦
上
生
活
そ
の
ま
ま

の
メ
ニ
ュ
ー
が
並
ぶ
。

ふ
る
さ
と
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学
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艦
長
は
「
萩
に
来
ら
れ
た
目
的
は
何

で
す
か
」私
は「
き
ょ
う
は
笠
山
に
登
っ

た
り
、
嫁
泣
港
を
見
た
り
す
る
予
定
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。」

　

佐
藤
に
は
、
何
も
予
定
は
な
か
っ
た

の
だ
が
、
つ
い
戦
闘
体
制
下
の
気
負
い

か
ら
そ
う
言
っ
て
し
ま
う
。「
艦
長
は

そ
れ
を
承
認
し
、
バ
ス
の
乗
り
場
、
そ

の
乗
車
賃
、
終
点
か
ら
頂
上
ま
で
の
徒

歩
の
時
間
、
タ
ク
シ
ー
の
ひ
ろ
い
か
た

な
ど
、
こ
ま
ご
ま
と
教
示
し
た
。」

　

こ
う
し
て
、
佐
藤
の
萩
に
お
け
る
物

語
が
は
じ
ま
っ
た
。

昼
間
は
志
士
の
旧
宅
や
博
物
館
な

ど
各
所
を
廻
っ
て
見
聞
し
人
々

と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
だ
。

　

夜
は
一
日
の
行
動
を
Ｙ
翁
に
報
告
し

つ
つ
酒
と
歓
談
で
過
ご
す
。

　

そ
の
日
、
佐
藤
は
明
神
池
で
、
勅
命

を
奉
じ
て
長
州
に
下
っ
た
三
条
実
美
が
、

藩
主
に
招
か
れ
た
際
に
詠
ん
だ
「
こ
の

東
京
に
住
む
佐
藤
朔
太
郎
は
萩
出

身
の
Ｙ
先
輩
の
好
意
で
、
Ｙ
先

輩
の
老
実
父
の
「
招
か
れ
ざ
る
客
」
と

し
て
、
ひ
と
夏
を
萩
の
地
で
過
ご
す
こ

と
に
な
っ
た
。
昭
和
43
年
の
夏
の
こ
と

で
あ
る
。「
こ
こ
は
東
萩
の
駅
か
ら
歩

い
て
も
３
、
40
分
く
ら
い
の
と
こ
ろ
だ
。

越
ヶ
浜
と
い
う
地
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、

広
い
自
動
車
道
路
の
左
手
は
す
ぐ
海
に

な
っ
て
い
て
、
Ｙ
家
は
右
手
の
山
際
に

あ
っ
た
。
大
き
な
タ
ブ
の
木
の
下
か
ら

小
路
の
突
き
当
た
り
に
黒
い
冠
木
門
が

見
え
た
。
曇
天
の
日
の
夕
暮
は
、
空
も

水
も
鉛
色
に
沈
み
、
西
方
の
水
平
線
の

上
だ
け
が
い
く
ぶ
ん
白
か
っ
た
。」

　

東
京
の
息
子
か
ら
の
真
夜
中
の
電
報

で
来
客
を
告
げ
ら
れ
た
老
父
は
、
当
然

不
機
嫌
で
あ
っ
た
。

　
「
か
っ
て
巡
洋
艦
の
艦
長
で
も
あ
っ

た
と
い
う
Ｙ
老
人
に
は
、
息
子
の
や
り

方
を
承
認
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ

た
。」「
今
は
夏
ミ
カ
ン
の
施
肥
で
多
忙

だ
か
ら
、
先
に
延
ば
す
よ
う
に
言
っ
た

1973 年　さとう工房
（雑誌「YOUNG の旅」に

16 回連載後、自費出版）
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「
Ｙ
さ
ん
が
語
学
に
長
じ
て
い
る
こ

と
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
。
専
門
の
ド
イ

ツ
語
の
ほ
か
に
ロ
シ
ア
語
、
デ
ン
マ
ー

ク
語
ま
で
よ
く
し
ま
す
。
体
育
関
係
の

訳
書
が
だ
い
ぶ
あ
る
ん
で
す
。」

　
「
そ
ん
な
こ
と
で
は
食
え
ん
！
あ
れ

は
、
老
後
の
計
画
な
ど
も
っ
て
や
し
な

い
！
わ
し
は
、
あ
れ
を
な
ん
と
か
怒
ら

し
て
や
ろ
う
と
、
わ
ざ
と
仕
向
け
る
ん

じ
ゃ
が
、
あ
の
腰
ぬ
け
め
、
怒
り
も
し

お
ら
ん
。」
こ
の
と
き
私
は
、
こ
の
父

の
愛
の
か
た
ち
（
象
）
を
、
明
瞭
に
了

解
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
三
時
間
か
け
て

一
升
び
ん
を
乾
し
た
。

息
子
が
東
京
か
ら
帰
っ
て
来
た
。

Ｙ
さ
ん
は
ま
だ
上
着
を
つ
け
て

い
て
、
部
屋
に
入
る
な
り
翁
の
前
に
す

わ
り
、
両
手
を
畳
に
お
い
て
、
ふ
か
ぶ

か
と
頭
を
下
げ
た
。

　
「
お
父
様
。
ご
ぶ
さ
た
い
た
し
ま
し

た
。
お
変
り
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
‥
」

「
お
前
も
。
ま
あ
よ
う
来
て
く
れ
た
。」

至
極
当
た
り
前
で
、
し
か
も
非
常
に
珍

し
い
も
の
を
見
る
思
い
で
、
私
は
父

と
子
の
久
し
い
対
面
を
瞥べ

っ
け
ん見

し
た
。
翁

は
、
き
ち
っ
と
折
っ
た
膝
の
上
に
両
手

を
置
き
、
息
子
の
脳
天
に
眼
を
注
ぐ
よ

う
に
し
て
答
礼
す
る
の
で
あ
っ
た
。
私

は
、
こ
れ
こ
そ
萩
だ
と
思
っ
た
。

　

萩
の
、
い
や
武
家
の
風
習
な
の
で
あ

ろ
う
。
甘
え
や
馴
れ
合
い
を
忌
む
の

は
武
士
の
厳
た
る
作
法
で
あ
る
べ
き
は

ず
だ
。
朝
食
後
、
翁
は
資
産
の
帳
簿
を

ひ
ろ
げ
「
主
な
と
こ
ろ
が
現
在
、
こ
ん

な
ふ
う
に
な
っ
と
る
。
い
ま
と
な
っ
て

み
る
と
、
地
代
な
ど
は
ば
か
げ
て
低
い
。

そ
う
か
と
い
っ
て
畑
は
返
し
て
く
れ
ん
。

や
む
な
く
、
自
分
が
作
る
畑
は
自
身
の

手
で
開
墾
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ま
ア
、
わ
し
は
ち
ゃ
ー
ん
と
や
っ
て
き

と
る
ん
だ
が
。」
考
え
て
み
る
ま
で
も

な
く
、
翁
が
苦
心
し
て
守
り
続
け
て
い

る
Ｙ
家
の
資
産
は
、
後
日
、
息
子
で
あ

る
Ｙ
さ
ん
が
継
承
す
べ
き
も
の
な
の
で

あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
Ｙ
翁
は
、
ゆ
え
に
お
前
に

は
か
く
あ
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
欲
求

め
い
た
こ
と
は
片
鱗
も
吐
か
な
か
っ
た
。

そ
し
て
Ｙ
さ
ん
も
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
大

変
で
ご
ざ
い
ま
し
た
ね
え
、
な
ど
と
第

三
者
の
よ
う
な
調
子
で
、
父
の
説
明
に

受
け
答
え
し
た
。

　

こ
の
父
子
の
対
話
は
、
み
ご
と
に
感

情
処
理
が
な
さ
れ
た
ス
マ
ー
ト
な
も
の

と
し
て
、
私
の
眼
に
は
う
つ
っ
た
。

　

佐
藤
は
文
中
に
何
度
か
萩
の
古
い
土

蔵
造
り
の
格
子
窓
の
醤
油
屋
や
間
口
の

広
い
商
家
の
風
景
を
描
出
し
て
“
生
き

た
博
物
館
”
と
い
う
表
現
で
紹
介
し
て

い
る
。
し
か
し
彼
が
心
に
と
め
て
本
当

に
紹
介
し
た
か
っ
た
の
は
、
こ
の
Ｙ
翁

の
所
作
と
思
考
を
通
し
て
感
じ
た
、
戦

後
に
な
っ
て
も
な
お
萩
の
人
々
の
営
み

に
生
き
続
け
て
い
る
、
伝
統
的
な
“
心

の
位
取
り
の
峻
厳
さ
”
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

佐
藤
は
旅
の
終
わ
り
を
次
の
フ

レ
ー
ズ
で
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　

別
れ
を
告
げ
て
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
と

き
、
翁
が
眼
を
私
に
注
ぎ
な
が
ら
言
っ

た
。「
こ
れ
に
こ
り
ず
に
、ま
た
い
ら
っ

し
ゃ
い
。
あ
ん
た
一
人
だ
っ
て
い
い
ん

だ
か
ら
。」
は
じ
め
の
日
、
あ
れ
ほ
ど

決
意
し
た
私
の
戦
闘
体
制
は
、
い
つ
の

間
に
解
除
し
た
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

著
者
、
佐
藤
朔
太
郎
の
こ
と
を
、

私
は
何
も
知
ら
な
い
。
図
書
館

の
司
書
が
親
切
に
奥
付
き
の
住
所
等
に

当
た
っ
て
く
れ
た
が
、
結
局
何
も
判
ら

ず
仕
舞
だ
っ
た
。
本
文
中
に
民
俗
学
に

つ
い
て
の
表
現
が
あ
る
の
で
、
あ
る
い

は
研
究
者
系
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
作
品
は
、
萩

を
少
し
で
も
知
る
者
に
と
っ
て
は
頗

す
こ
ぶ

る
面
白
い
。
佐
藤
は
萩
に
長
期
滞
在
し

て
、
緻
密
な
描
写
で
人
々
の
心
の
機
微

を
綴
っ
て
い
る
。

　

友
人
た
ち
が
Ｙ
翁
は
当
時
の
土
地
の

分
限
者
、
山
○
さ
ん
か
横
○
さ
ん
だ
ろ

う
と
調
べ
て
く
れ
た
が
、
末
孫
に
は
た

ど
り
着
か
な
か
っ
た
。

　

佐
藤
の
萩
の
ひ
と
夏
は
、
書
か
ず
に

は
お
れ
な
い
ほ
ど
の
淡
く
も
深
い
印
象

を
焼
き
付
け
た
と
思
わ
れ
る
。

（
高
井　

誠　

エ
ッ
セ
イ
ス
ト　

日
本

ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
）

　

活
魚
販
売
の
拠
点
基
地
と
し
て
、

阿
武
町
「
道
の
駅
」
下
の
奈
古
漁
港

に
活
魚
畜
養
施
設
が
建
設
さ
れ
、
６

月
７
日
竣
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
活
魚
畜
養
施
設
は
、
漁

業
経
営
構
造
改
善
事
業
な
ど
の
国

や
町
の
補
助
を
利
用
し
、
総
事
業
費

４
２
０
０
万
円
を
か
け
て
整
備
し

た
も
の
で
鉄
骨
平
屋
建
、
床
面
積

２
９
０
㎡
の
畜
養
施
設
は
、
４
ｔ
の

水
槽
が
15
基
整
備
さ
れ
、
丸
形
12
基

の
水
槽
は
、
ア
ジ
や
タ
イ
、
ヒ
ラ
メ
、

イ
カ
な
ど
の
魚
種
が
、
角
型
３
基
の

水
槽
は
サ
ザ
エ
、
ア
ワ
ビ
な
ど
の
貝

類
が
畜
養
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
内
の
床
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
舗
装
さ
れ
、
車
で
の
乗
り

入
れ
が
可
能
に
な
り
、
衛
生
的
で
労

働
力
の
軽
減
を
図
り
魚
を
傷
め
な
い

工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
口
県
漁
協
奈
古
支
店
運
営
委
員

長
の
清
水
栄
太
郎
さ
ん
は
「
安
定
的

に
活
魚
が
提
供
出
来
る
施
設
に
育
て

て
い
き
、
道
の
駅
と
連
携
し
漁
業
の

核
と
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と

挨
拶
。

　

今
後
活
魚
畜
用
施
設
で
は
、
年
間

お
よ
そ
１
０
０
ｔ
の
取
り
扱
い
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

阿武町

△ヒラメを活魚槽に荷揚げ

活
魚
基
地
「
奈
古
活
魚
畜
養
施
設
」
が
完
成

安
定
的
に
提
供
で
き
る

活
魚
販
売
の
拠
点
と
し
て
！
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現
萩
商
工
高
等
学
校
の
歴
史
を
遡
る

と
大
正
時
代
に
設
立
さ
れ
た
明
倫
商
業

補
修
学
校
が
母
体
と
な
り
ま
す
。
そ
の

後
、
第
２
次
世
界
大
戦
終
結
前
、
商
業

高
校
か
ら
工
業
高
校
へ
と
名
前
を
変
え
、

「
た
ち
ば
な
会
」「
か
ら
た
ち
会
」
と
愛

称
が
決
ま
り
、
昨
年
度
ま
で
活
動
を
続

け
て
い
ま
し
た
。

　

新
同
窓
会
設
立
に
つ
い
て
は
、
第
１

期
と
な
る
新
商
工
生
が
卒
業
し
た
為
の

も
の
で
あ
り
ま
す
。
と
な
れ
ば
、「
た

ち
ば
な
会
」「
か
ら
た
ち
会
」
両
同
窓

会
は
存
続
さ
せ
て
も
良
い
で
は
な
い
か

と
お
考
え
の
方
も
居
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
が
、
両
校
閉
校
、
そ
し
て
合
併

新
設
に
あ
た
り
、
商
業
、
工
業
の
卒
業

者
名
簿
は
新
設
さ
れ
た
商
工
高
等
学
校

へ
移
行
さ
れ
、
商
業
卒
業
生
で
あ
っ
て

も
、
工
業
卒
業
生
で
あ
っ
て
も
、
扱
い

は
萩
商
工
高
等
学
校
卒
業
生
と
な
り
ま

し
た
。

　

よ
っ
て
、
た
ち
ば
な
会
、
か
ら
た
ち

会
の
代
表
者
に
よ
る
協
議
の
元
、「
た

ち
ば
な
会
」「
か
ら
た
ち
会
」
も
ま
た
、

新
設
さ
れ
た
萩
商
工
高
等
学
校
同
窓
会

に
移
行
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
度
の
総
会
に
お
い
て
、
愛
称
名
の

募
集
も
行
っ
て
お
り
、
親
し
み
の
あ
る

名
称
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
と
は
卒
業
生
の
た
め
に
あ
る

も
の
で
あ
り
、
卒
業
生
が
母
校
、
在
校

生
、
ま
た
は
地
域
発
展
の
た
め
、
力
を

合
わ
せ
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
卒
業
し

て
若
い
う
ち
は
、
同
じ
学
び
舎
で
学
ん

だ
友
と
の
再
会
に
喜
び
を
感
じ
、
社
会

人
と
し
て
歳
を
重
ね
る
う
ち
に
、
年
代

に
と
ら
わ
れ
な
い
人
と
人
と
の
社
会
的

な
繋
が
り
を
感
じ
、
そ
の
繋
が
り
に
感

謝
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
い
わ

ば
、
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
わ

け
で
す
。
市
内
在
住
の
方
も
そ
れ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
市
外
、
県

外
在
住
で
、
同
窓
会
各
支
部
に
参
加
さ

れ
る
方
は
、
そ
れ
を
よ
り
強
く
感
じ
て

お
ら
れ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
中
で
、
同
窓
の
人
が
、

同
郷
の
人
が
、
活
躍
し
て
い
る
こ
と
知

り
、
喜
び
を
感
じ
、
そ
れ
が
生
き
る
励

み
と
な
り
ま
す
。
決
し
て
飲
み
食
い
し

て
騒
ぐ
だ
け
で
終
わ
る
も
の
で
は
な
く
、

繋
が
り
を
感
じ
、
こ
れ
か
ら
社
会
へ
羽

ば
た
く
若
い
人
た
ち
に
も
、
そ
の
繋
が

り
を
継
承
し
て
い
き
、
生
き
る
励
み
に

し
て
も
ら
う
。
そ
れ
が
同
窓
会
の
あ
る

べ
き
姿
だ
と
思
い
ま
す
。

　

校
名
変
更
、
分
離
、
合
併
と
、
時
代

と
共
に
姿
を
変
え
て
き
た
萩
商
工
高
等

学
校
だ
け
に
、
そ
の
同
窓
会
も
ま
た
時

代
と
共
に
姿
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に

対
応
し
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

同
窓
生
を
含
め
、
地
域
出
身
者
の
皆
さ

ま
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

奈
古
小
、
奈
古
中
を
経
て
、
昭
和
45
年

３
月　

萩
工
業
高
等
学
校
卒
業
、
48

年
10
月　

㈲
萩
事
務
機
セ
ン
タ
ー
設
立
、

58
年
５
月
〜
平
成
20
年
４
月　

萩
工
業

高
校
同
窓
会
「
か
ら
た
ち
会
」
副
会
長
、

平
成
10
年
・
11
年　

萩
工
業
高
校
親
師

会
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
会
長

萩
商
工
高
同
窓
会
会
長

池
田 

誠
次
さ
ん

阿
武
町
奈
古
出
身
、
萩
市
椿
東
中
の
倉
在
住

萩
工
業
高
昭
和
45
年
卒　

58
歳

　

平
成
19
年
、
萩
商
業
高
等
学
校
と
萩
工
業
高
等
学
校
が
合

併
し
、
実
に
43
年
ぶ
り
に
萩
商
工
高
等
学
校
が
再
設
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
機
に
商
業
の
「
た
ち
ば
な
会
」、工
業
の
「
か

ら
た
ち
会
」
両
同
窓
会
も
、
今
年
３
月
に
新
設
さ
れ
た
萩
商

工
高
等
学
校
同
窓
会
へ
移
行
し
ま
し
た
。

㈲
萩
事
務
機
セ
ン
タ
ー 

代
表
取
締
役

新
同
窓
会
設
立
の
経
緯

同
窓
会
の
あ
る
べ
き
姿

終
戦
後
、
昭
和
24
年
か
ら
40
年
の
16
年

間
は
現
在
と
同
じ
く
萩
商
工
高
等
学
校

に
な
り
ま
す
。そ
し
て
、第
１
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
で
生
ま
れ
た
子
た
ち
が
高
校
進

学
期
と
な
る
昭
和
40
年
よ
り
、
萩
商
工

高
等
学
校
は
、
萩
商
業
高
等
学
校
と
萩

工
業
高
等
学
校
へ
分
か
れ
、
同
窓
会
も

萩商工同窓会総会
7月11日

萩商工体育館（萩市）
　

萩
商
業
と
萩
工
業
が

統
合
し
、
萩
商
工
が
誕

生
し
た
こ
と
か
ら
、「
萩

商
工
同
窓
会
」
が
発

足
。
７
月
11
日
、
第
１

回
萩
商
工
高
校
同
窓
会

総
会
が
開
催
さ
れ
、
約

６
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

初
代
会
長
に
は
、
旧
萩
工
業
Ｏ
Ｂ

の
池
田
誠
次
氏
が
、
新
役
員
に
は
同

窓
会
設
立
準
備
委
員
会
で
役
員
を
務

め
た
14
人
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
今
後
、
毎
年
７
月
の

第
２
土
曜
日
に
開
催
す
る
こ
と
や
、

新
同
窓
会
の
愛
称
を
募
集
し
て
お
り
、

来
年
の
総
会
で
発
表
す
る
こ
と
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
た
ち
ば
な
会
と

か
ら
た
ち
会
が
一
つ
に
な
り
、
新
し

い
出
会
い
や
知
恵
が
生
ま
れ
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
」
と
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

▽
副
会
長
＝
金
子
博
巳
（
工
業
昭
46

年
卒
）、
田
中
義
昭
（
商
業
昭
49
年

卒
）、
大
嶋
直
隆
（
商
業
昭
56
年
卒
）

–
き ず な

紲 – の皆さんによるよさこい演舞

同窓・同郷の人との繋がりを生きる励みにしてほしい



�009年９月（第89号）�

萩光塩学院同窓会
８月10日

大谷山荘（長門市）
　

今
年
も
大
谷
山
荘
に

て
開
催
。
85
人
が
参
加
。

今
年
の
引
き
受
け
は
昭

和
49
年
度
、
昭
和
59
年

度
、
平
成
９
年
度
、
平

成
19
年
度
。
小
・
中
学

校
の
同
窓
会
か
ら
高
雄

一
雄
会
長
な
ど
役
員
ら

参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
葊
澤
洋

子
会
長
、
佐
藤
和
子
校
長
ら
が
挨

拶
。
そ
の
後
、
す
っ
か
り
恒
例
と

な
っ
た
大
谷
山
荘
の
立
食
形
式
の

お
い
し
い
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な

が
ら
、
同
窓
生
の
親
睦
が
深
め
ら

れ
ま
し
た
。
最
後
に
は
特
賞
現
金

３
万
円
の
福
引
き
が
行
わ
れ
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、

「
萩
好
集
結
」。
引
受
期

は
平
成
６
年
卒
の
46

期
生
。
母
校
体
育
館
に

６
０
０
人
を
超
え
る
同

窓
生
が
集
結
し
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
受
期
の
カ
ラ
ー
で

あ
る
恒
例
の
「
同
窓
会

の
し
お
り
」
は
、
漫
画

家
で
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
桐
木

憲
一
氏
（
46
期
）
が
デ
ザ
イ
ン
。
桐

木
氏
の
新
作
漫
画
「
研
修
医
少
女
〜

R
esidentgirl

〜
」
は
、
集
英
社
の

ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ャ
ン
プ
誌
で
９
月
２
日

か
ら
連
載
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

第
60
回
目
と
な
る
総
会
で
は
、
来

萩
し
た
河
村
建
夫
官
房
長
官
が
「
地

元
の
支
援
で
官
房
長
官
に
も
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
経
験
を

生
か
し
故
郷
を
も
っ
と
良
く
し
た
い
。

国
家
の
中
枢
で
故
郷
を
想
う
。」
と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
作
家
古
川
薫
原
作
で
来

春
公
開
予
定
の
吉
田
松
陰
を
描
い
た

同窓会のしおり

会場の様子

久役の近衛はなさんと松陰役の前田倫良さん

萩高校同窓会・八八会
８月８日

萩高体育館（萩市）

映
画
「
獄

ひ
と
やに

咲
く
花
」
に
主
演
し
て

い
る
「
高
須
久ひ

さ

」
役
の
近
衛
は
な
さ

ん
と
松
陰
役
の
前
田
倫み

ち
よ
し

良
さ
ん
が
ゲ

ス
ト
と
し
て
招
か
れ
、
映
画
の
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
の
上
映
と
共
に
見
所
や

萩
ロ
ケ
の
様
子
な
ど
を
紹
介
す
る
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
映
画
に
初
め
て
主
演
し
た
近

衛
さ
ん
は
、
今
ま
で
味
わ
っ
た
こ
と

の
な
い
内
容
の
濃
い
１
か
月
で
し
た
。

野
山
獄
の
囚
人
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ

ぞ
れ
大
変
個
性
的
で
、
野
山
獄
が
お

も
し
ろ
い
空
間
と
し
て
描
か
れ
て
い

ま
す
、
と
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
田
さ
ん
は
、
映
画
の
登

場
人
物
が
少
し
ず
つ
前
向
き
に
変
化

し
て
い
き
ま
す
。
人
物
一
人
ず
つ
に

注
目
し
て
く
だ
さ
い
、
と
紹
介
し
ま

し
た
。

中
村
迪
子

今
年
３
月
で
退
職

〜
お
元
気
で
ご
活
躍
中
で
す

宿
舎
か
ら
練
習
場
ま
で
走
っ
て
い
く

な
ど
生
徒
に
と
っ
て
は
辛
い
も
の
で

し
た
が
、
が
ん
ば
っ
て
い
た
生
徒
た

ち
の
姿
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。」

　

同
窓
会
事
務
局
は
、
昭
和
54
年
か

ら
担
当
。
会
報
の
発
行
や
名
簿
の
整

理
、
関
東
支
部
な
ど
各
支
部
と
の
連

携
な
ど
多
忙
な
業
務
を
こ
な
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。「
名
簿
の
整
理
が
大

変
で
難
し
い
仕
事
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
名
簿
の
空
欄
を
埋
め
て
い
く
作

業
な
ど
は
お
手
伝
い
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
同
窓

会
に
出
席
し
た
際
に
は
、
先
輩
や
卒

業
生
な
ど
、
懐
か
し
い
人
た
ち
に
会

え
、
た
く
さ
ん
の
話
が
で
き
、
楽
し

か
っ
た
で
す
。」

　

昨
年
度
で
萩
光
塩
学
院
を
退
職
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
は
、
奈

古
高
等
学
校
と
萩
光
塩
学
院
幼
稚
園

に
非
常
勤
と
し
て
勤
務
。
萩
光
塩
学

院
幼
稚
園
で
は
、“
体
操
の
お
ね
え

さ
ん
”
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
週

１
回
跳
び
箱
や
縄
跳
び
な
ど
を
教
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

と
し
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
続
け
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
「
シ
ニ
ア
の
大
会
で
中
国
大
会
な

ど
に
も
出
場
し
て
い
ま
す
。
プ
レ
ー

し
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
へ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

を
通
じ
て
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
も

の
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。」

　

中
村
先
生
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気

で
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

　

長
い
間
、
萩
光
塩
学
院
の
同
窓
会

事
務
局
を
担
当
さ
れ
て
き
た
中
村
迪み

ち

子こ

先
生
（
66
歳
）
が
昨
年
度
で
退
職

さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
先
生
は
萩
光
塩
学
院
高
等
学

校
を
卒
業
後
、
日
本
体
育
大
学
へ
進

学
。
昭
和
41
年
に
萩
光
塩
学
院
の
教

員
と
し
て
着
任
以
来
、
43
年
間
に
わ

た
っ
て
生
徒
の
指
導
に
あ
た
ら
れ
ま

し
た
。
担
当
学
科
は
保
健
体
育
。
部

活
動
で
は
、
新
体
操
部
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
男

子
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。

　

43
年
間
の
教
員
生
活
の
中
で
の
思

い
出
は
「
や
は
り
、
生
徒
た
ち
と
の

ふ
れ
あ
い
が
一
番
の
思
い
出
。
ま
た
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
で
、
県
内
の
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
が
集
ま
る
県
の
合
宿
に
毎

年
参
加
し
た
こ
と
も
印
象
深
い
で
す
。

先
生
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萩
で
育
ち
、
大
学
進
学
を
機
に
萩
を

離
れ
、
東
京
で
就
職
。
萩
に
過
疎
化
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス

な
人
生
を
歩
み
な
が
ら
も
、
萩
を
思
う

気
持
ち
は
常
に
持
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て

日
常
生
活
を
送
り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

の
時
間
は
バ
ン
ド
活
動
に
励
む
日
々
を

過
ご
し
て
お
り
、
遠
目
で
萩
を
思
う
こ

と
が
あ
っ
て
も
、
萩
の
為
に
何
か
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
で

す
。

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
２
０
０
６
年
に

帰
省
し
た
と
き
で
し
た
。
市
内
の
居
酒

屋
で
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
の
同
級
生

数
人
で
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
近
況
報
告

や
思
い
出
話
に
華
を
咲
か
せ
て
い
た
の

で
す
が
、
そ
の
仲
の
良
い
メ
ン
バ
ー
の

中
に
市
役
所
職
員
が
お
り
、「
過
疎
化
」

の
話
に
な
っ
た
の
で
す
。
東
京
で
生
活

し
、
萩
の
現
状
を
深
く
知
ら
な
い
な
が

ら
も
、
行
政
の
駄
目
出
し
を
し
、「
こ

ん
な
こ
と
も
で
き
る
」「
あ
ん
な
こ
と

も
で
き
る
」
と
チ
ラ
シ
の
裏
に
書
き

殴
っ
て
「
こ
の
紙
を
市
長
に
渡
し
て
こ

い
！
」
と
啖
呵
を
切
り
、
東
京
に
戻
っ

た
の
で
す
。

　

東
京
に
戻
り
、
日
常
生
活
を
送
る
に

つ
れ
、
喉
に
何
か
が
つ
っ
か
え
た
よ
う

な
気
持
ち
悪
い
感
覚
を
覚
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
、
そ
の
原
因
は
、
地
元
に

残
っ
て
い
る
者
に
一
方
的
に
言
っ
た
は

良
い
が
、
自
分
は
東
京
で
何
も
し
て
い

な
い
と
気
付
い
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、

東
京
に
住
む
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
を
集
め
、

地
元
活
性
化
の
為
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の

時
間
を
使
い
、
地
元
で
は
な
く
東
京
で

何
か
を
発
信
で
き
な
い
か
と
考
え
、
話

し
合
い
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
と
同
じ
く
し
て
、

東
京
在
住
の
萩
高
15
、
19
期
卒
業
生
で

【
萩
を
愛
す
る
会
】（
仮
）
を
立
ち
上
げ

よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
、
そ
れ
な
ら

一
緒
に
東
京
で
萩
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

じ
ゃ
な
い
か
と
出
来
た
団
体
が
、
後
に

【
萩
大
志
館
】
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
う
し
て
、
２
０
０
６
年
よ
り
活
動

を
始
め
、
東
京
都
世
田
谷
区
で
行
わ
れ

る
萩
・
世
田
谷
幕
末
維
新
祭
り
や
板
橋

区
大
山
商
店
街
な
ど
で
の
年
に
３
、４

回
の
物
産
展
+
観
光
Ｐ
Ｒ
と
、
個
々
の

職
業
を
活
か
し
た
特
産
品
の
営
業
と
の

２
つ
の
活
動
を
軸
に
動
き
、
徐
々
に
認

知
度
が
高
ま
り
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

現
在
、
地
元
企
業
の
東
京
進
出
の
サ

ポ
ー
ト
を
考
え
て
い
ま
す
。
萩
に
拠

点
を
構
え
な
が
ら
も
、
東
京
で
何
か
を

し
た
い
方
は
少
な
く
な
い
と
考
え
ま
す
。

た
だ
、
東
京
に
出
向
い
て
何
か
を
す
る

に
は
、
人
材
を
送
り
込
ま
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
送
り
込
ま
な
い
に
し
て
も
、

現
地
で
人
材
を
雇
う
必
要
が
あ
る
。
そ

の
コ
ス
ト
は
結
構
馬
鹿
に
な
ら
な
い
も

の
で
す
よ
ね
。
そ
こ
が
ネ
ッ
ク
で
、
思

い
は
あ
っ
て
も
踏
み
と
ど
ま
っ
て
い
る

方
も
多
い
と
思
う
の
で
す
。
そ
こ
で
萩

大
志
館
の
メ
ン
バ
ー
が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

の
時
間
を
使
っ
て
サ
ポ
ー
ト
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
イ
ベ
ン
ト
を

単
発
で
終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
、
メ
ン

バ
ー
個
々
で
仕
事
で
の
人
脈
を
活
か
し
、

更
に
萩
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
す
。
萩
大

志
館
の
メ
ン
バ
ー
は
老
若
男
女
総
勢
90

名
以
上
お
り
、
そ
の
各
々
が
仕
事
で

培
っ
た
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
使
用
し
て
Ｐ

Ｒ
す
る
だ
け
で
も
大
き
な
Ｐ
Ｒ
効
果
を

生
み
だ
せ
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
年
の
取
り
組
み
の
一
つ
に
、
都
内

ジ
ュ
ー
ス
バ
ー
で
の
夏
み
か
ん
生
絞
り

ジ
ュ
ー
ス
販
売
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま

す
。
萩
大
志
館
が
都
内
企
業
に
萩
の
夏

み
か
ん
を
売
り
込
み
、
そ
の
結
果
、
首

都
圏
４
店
舗
で
の
販
売
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
萩
の
魚
の
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

の
お
手
伝
い
も
し
て
い
ま
す
。
平
成
19

年
の
「
萩
の
ま
ふ
ぐ
」、
20
年
の
「
萩

の
あ
ま
だ
い
」、
そ
し
て
今
年
の
「
が

ん
ば
れ
萩
の
金
太
郎
」
事
業
で
、
首
都

圏
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
当

し
、
消
費
者
の
声
を
萩
に
届
け
て
い
ま

す
。

　

今
後
の
萩
大
志
館
の
活
動
に
つ
い
て
、

長
い
ス
パ
ン
で
考
え
る
と
、「
何
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
？
」
だ
け
で
は

な
く
「
何
を
し
な
い
か
？
」
も
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
あ
く
ま
で

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
タ
イ
ム
を
使
っ
て
活
動

し
て
い
る
私
た
ち
は
、
時
間
と
労
力
に

限
り
が
あ
り
、
そ
の
全
て
に
取
り
組
む

こ
と
は
で
き
な
い
。
無
理
を
す
れ
ば
維

持
が
出
来
な
い
。
で
す
か
ら
、
今
何
を

や
っ
た
ら
一
番
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、

萩
活
性
化
の
効
果
が
生
ま
れ
る
の
か
を

見
極
め
る
視
点
が
必
要
と
さ
れ
、「
や

ら
な
い
勇
気
」
も
持
ち
合
わ
さ
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
、
萩
の
状
況

が
変
わ
れ
ば
そ
れ
に
即
呼
応
で
き
る
瞬

発
力
の
維
持
に
つ
な
が
り
、「
首
都
圏

で
何
か
や
り
た
い
時
、
頼
り
に
な
っ
て

話
が
早
い
団
体
」
で
あ
り
続
け
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

萩・世田谷
幕末維新祭り

東京で萩のために
今やれることを「やる」！

（東京都世田谷区在住・萩高平成７年卒 33 歳）
井関隆行萩大志館 代表 さん

1976（昭和 51）年生まれ。95 年萩高等学校卒業後、九州芸
術工科大学芸術工学部に進学、同大学院を経て、00 年ＮＨＫ
入社。07 年ＩＴ企業・ピーヴィー株式会社に転職。

〒154-0023 東京都世田谷区若林2-15-10-203
☎ 090・8628・7147（代表井関）
http://hagi.typepad.jp/taishikan/

萩大志館
事務局　

身
勝
手
に
故
郷
を
思
う

東
京
か
ら
の
発
信

東
京
で
で
き
る
こ
と

何
を
し
な
い
か
？
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堂々のピッチング（中国新聞社提供）

（
萩
市
椿
東
中
津
江
出
身　

17
歳
）

安あ
だ
ち達 

央ひ
さ
た
か貴 

選
手

球
部
で
は
、
副
主
将
と
し
て
、
チ
ー
ム

メ
ー
ト
と
和
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
全

国
制
覇
を
目
標
に
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

　

甲
子
園
で
は
、
８
月
15
日
、
立
正
大

湘
南
（
島
根
県
代
表
）
と
の
初
戦
に
臨

み
ま
し
た
。
試
合
は
両
チ
ー
ム
と
も
あ

と
１
本
が
出
な
い
、
手
に
汗
に
ぎ
る
投

手
戦
で
し
た
が
、
９
回
裏
、
相
手
選
手

に
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
た
れ
、
惜
し
く
も

に
臨
め
ま
し
た
。
相
手
も
思
い
き
っ
て

試
合
を
や
っ
て
く
れ
て
、
楽
し
い
試
合

が
で
き
ま
し
た
」

―
―

９
回
ま
で
０
点
が
続
く
試
合
展

開
に
つ
い
て
は

　
「
投
げ
て
い
れ
ば
味
方
が
点
を
取
っ

て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
た
か
ら
、
焦
り

も
な
く
。
自
分
な
り
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
を

続
け
て
い
れ
ば
勝
て
る
と
思
っ
て
い
ま

し
た
」

―
―

９
回
一
死
か
ら
、
サ
ヨ
ナ
ラ
ホ
ー

ム
ラ
ン
を
打
た
れ
た
と
き
は

　
「
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
た
れ
た
バ
ッ

タ
ー
は
前
の
回
に
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
を

し
て
い
た
の
で
（
９
回
表
の
華
陵
の
攻

撃
。
レ
フ
ト
線
を
抜
け
そ
う
な
大
飛
球

を
湘
南
の
選
手
が
ダ
イ
ビ
ン
グ
キ
ャ
ッ

チ
）、
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
分
か
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
そ
う

い
っ
た
中
で
打
た
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

打
た
れ
た
瞬
間
、
い
い
当
た
り
だ
っ

た
の
で
、
こ
れ
は
や
ば
い
な
と
。『
入

ら
な
い
で
く
れ
。
入
ら
な
い
で
く
れ
』

と
祈
っ
て
い
て
。
入
っ
た
瞬
間
、
頭
が

真
っ
白
に
‥
‥
。
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
み

ん
な
が
集
ま
っ
て
き
て
泣
い
て
い
る

の
を
見
て
負
け
た
ん
だ
な
と
。
試
合

後
、
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
に
あ
い
さ
つ

に
行
っ
た
と
き
す
ご
い
声
援
が
聞
こ
え
、

あ
ぁ
、
や
っ
ぱ
り
負
け
た
ん
だ
な
、
と

申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
一
杯
に
‥
‥
」

―
―

応
援
し
て
く
れ
た
方
に

　
「
自
分
一
人
の
力
で
は
到
底
来
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方

が
い
て
、
甲
子
園
に
行
け
、
そ
こ
で
自

分
の
思
っ
て
い
る
以
上
の
力
を
出
せ
ま

し
た
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

　
「
こ
れ
か
ら
も
野
球
は
続
け
ま
す
。

大
学
へ
進
学
し
て
力
を
つ
け
、
そ
し
て

上
を
目
指
し
た
い
」
と
、力
強
く
、は
っ

き
り
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

プロフィール 1992（平成４）年生まれ、
17 歳。椿東小、萩東中卒業。華陵高校３年。
小学校から水泳、マラソンが得意で、運動
神経は抜群。足腰のバネを鍛えた。父親は
萩市役所勤務で、野球部所属。下松市のア
パートから両親が通い、食事や体調管理を
支える、まさに家族ぐるみの甲子園出場。
182㎝、80㎏

和
25
）
年
の
セ
ン
バ
ツ
大
会
、
萩
高
校

の
故
椙
本
勝
選
手
（
の
ち
プ
ロ
野
球
の

松
竹
入
団
）
以
来
２
人
目
の
快
挙
で
す
。

　

安
達
君
は
、
父
親
の
勧
め
で
小
学
校

２
年
生
の
夏
か
ら
野
球
を
始
め
、
萩

東
中
３
年
の
と
き
、「
甲
子
園
に
行
く

な
ら
強
豪
校
へ
」
と
華
陵
高
校
へ
進
学
。

高
校
で
は
、勉
強
、部
活
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
生
活
。
野

　

今
年
の
夏
、
甲
子
園
球
場
で
繰
り
広

げ
ら
れ
た
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権

大
会
に
、
山
口
県
代
表
と
し
て
県
立

華
陵
高
校
（
下
松
市
）
が
初
出
場
。
そ

の
チ
ー
ム
で
、
萩
出
身
の
安
達
央
貴
君

（
17
歳
）
が
、
背
番
号
１
、
エ
ー
ス
と

し
て
、
甲
子
園
で
堂
々
の
ピ
ッ
チ
ン
グ

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

萩
出
身
の
選
手
が
、
甲
子
園
の
マ
ウ

ン
ド
に
あ
が
る
の
は
、
１
９
５
０
（
昭

０
対
１
で
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
。

　

打
た
れ
た
の
は
ホ
ー

ム
ラ
ン
を
含
め
て
ヒ
ッ

ト
４
本
、
１
０
７
球
の
熱

投
。「
球
場
は
あ
ま
り
大

き
く
感
じ
な
か
っ
た
け
ど
、

甲
子
園
の
マ
ウ
ン
ド
は

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
が
浮
き
出

て
見
え
、
投
げ
や
す
か
っ

た
」
と
安
達
君
。
甲
子
園

の
思
い
出
を
聞
き
ま
し
た
。

―
―

初
出
場
同
士
の
対

戦
で
し
た
が

　
「
昨
年
の
春
の
セ
ン
バ

ツ
大
会
も
経
験
し
て
い
た

の
で
、
落
ち
着
い
て
試
合
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萩
高
校
、
萩
光
塩
学
院
同
窓
会
で
は
、

８
月
、
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
、
名
前
や

住
所
等
を
確
認
す
る
た
め
の
ハ
ガ
キ
を
、

各
ご
家
庭
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
同
窓
会
活
動
を
今
後
さ
ら

に
充
実
、
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

会
員
相
互
で
連
絡
を
と
り
あ
い
、
親
睦

を
深
め
る
こ
と
が
大
切
と
、
同
窓
会
名

簿
を
発
行
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

萩
高
校
は
、
創
立
１
２
０
周
年
を
迎

え
る
来
年
、
５
年
ぶ
り
に
発
行
。
３
万

１
２
０
０
人
を
収
録
し
、
価
格
は
４
５

　

６
月
７
日
、「
ふ
る
さ
と 

萩
・
小
川
会
」
を
吉
池
本
館

（
東
京
都
台
東
区
）
で
開
き
、

30
人
の
小
川
出
身
者
が
集
い

ま
し
た
。
年
齢
は
違
っ
て
も
、

ふ
る
さ
と
は
同
じ
た
め
、
思
い
出
話
や

ふ
る
さ
と
の
近
況
に
話
が
は
ず
み
ま
し

た
。

　

ニ
ュ
ー
ス
で
、
平
山
台
の
リ
ン
ゴ
の

摘
果
や
萩
の
夏
祭
り
の
話
題
を
聞
き
ま

し
た
。
都
会
に
い
る
と
、
故
郷
の
さ
さ

や
か
な
情
報
も
嬉
し
く
な
る
も
の
で
す
。

会
長　

佐
伯
雅
人

　

昨
年
11
月
か
ら
「
み
ず
ほ
フ
ァ
ク

タ
ー
株
式
会
社
」
と
の
委
託
に
よ
り
、

都
市
銀
行
、
地
方
銀
行
な
ど
、
全
国
ほ

と
ん
ど
の
金
融
機
関
で
口
座
振
替
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
時
に
実
施
し
た
口
座
振
替
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
よ
り
、
新
た
に
１
０
９
人
の

方
が
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
、
全
体
で

約
３
分
の
１
（
４
４
７
人
）
の
会
員
の

方
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。（
下
表
）

　

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
毎
年
の
更
新

時
期
に
年
会
費
を
お
支
払
い
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
更
新
手
続
を
お
忘
れ
に

な
っ
て
い
た
り
、
郵
便
局
へ
年
会
費
を

支
払
い
に
行
く
の
が
不
便
等
の
事
情
に

よ
り
、
退
会
さ
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も

見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、

口
座
振
替
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
継
続
実
施

し
ま
す
。

　

新
た
に
口
座
振
替
に
さ
れ
た
方
に
、

萩
特
産
品
を
進
呈
す
る
特
典
を
実
施
し

■年会費の支払方法

◇萩の特産品（下記から１つ）
　しそわかめ、うにめしふりかけ、ち
　りめん、焙りわかめ、夏みかん菓子、
　赤米、むつみ産トマトジュース
◇「萩ものがたり」
　松陰先生のことば、吉田松陰人と
　ことば（どちらか１冊）
◇「萩ものしりブック」１冊

ちりめん

赤米

郵便振替
山口銀行 67%（912人）
８%（106人）

萩信用金庫
４%（49人）

郵便局
13%（183人）

みずほ
８%（109人）

ま
す
。

　

手
間
な
く
全
国
の
金
融
機
関
で
会
費

を
納
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
会
費
の
口

座
振
替
に
つ
き
ま
し
て
是
非
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。　

　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
同
封
の

「
年
会
費
の
口
座
振
替
の
ご
案
内
」
を

ご
参
照
い
た
だ
く
か
、
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
事
務
局

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
７
８
、
メ
ー
ル

hagi-netw
ork@

city.hagi.lg.jp

）

　萩ネットワーク協会は、会員の皆様からの年会費で運営しています。
今年３月末時点の会員数は1,359人で地域別に見ると、関東が431
人で全体の３割を占めて最も多く、関西の244人と合わせると約半分
を占めています。また、萩市および山口県の会員が３割を占めています。

口
座
振
替
の
お
願
い

むつみ産
トマトジュース

０
０
円
（
約
６
０
０
頁
）。

　

萩
光
塩
は
、
こ
れ
ま
で
４
年
ご
と
に

発
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
初

め
て
小
中
高
の
全
卒
業
生
を
網
羅
し
ま

す
。
８
５
０
０
人
を
収
録
し
、
価
格
は

４
３
０
０
円
（
約
１
５
０
頁
）。

　

両
校
と
も
来
年
５
月
下
旬
に
発
行
予

定
で
、
住
所
は
全
国
的
な
市
町
村
合
併

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
高
校（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
０
７
６
）

萩
光
塩（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
７
８
２
）

萩
高
、
萩
光
塩
学
院

同
窓
会
名
簿
を
作
成

ふ
る
さ
と
萩
・
小
川
会

を
開
催
し
ま
し
た

全
員
に
萩
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
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い
い
」
と
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

萩
博
物
館
、
海
洋
生
物
担
当
の
堀
成

夫
研
究
員
に
よ
る
と
『
ア
ゴ
ヒ
ゲ
ア

ザ
ラ
シ
は
、
北
極
海
、
ベ
ー
リ
ン
グ

海
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
棲
む
ま
ぎ
れ

も
な
い
北
国
の
住
民
。
忘
れ
も
し
な
い
、

２
０
０
２
年
に
た
ま
た
ま
東
京
都
の
多

摩
川
に
や
っ
て
き
た
「
タ
マ
ち
ゃ
ん
」

の
愛
称
で
人
気
を
博
し
た
あ
の
ア
ザ
ラ

シ
と
同
種
で
す
。
そ
の
後
05
年
に
は
同

種
が
徳
島
県
の
那
珂
川
に
現
れ
「
ナ
カ

ち
ゃ
ん
」
の
名
で
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ
が
、
06
年
と
07
年
に

　

萩
・
井
上
の
「
し
そ
わ
か
め
」
が
、

６
月
22
日（
日
）全
国
放
映
さ
れ
た「
和

風
総
本
家
」（
テ
レ
ビ
東
京
系
列
）の「
ご

飯
が
す
す
む
お
い
し
い
ふ
り
か
け
ベ
ス

ト
15
」
で
、
全
国
ベ
ス
ト
４
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

日
本
人
の
心
の
友
と
も
云
え
る
ふ
り

か
け
。
20
代
か
ら
70
代
の
幅
広
い
年
齢

の
ふ
り
か
け
大
好
き
な
人
た
ち
が
、「
ふ

り
か
け
審
議
会
」
を
開
き
、
上
位
15
品

を
厳
選
し
ま
し
た
。

　

鶏
そ
ぼ
ろ
や
、
ひ
よ
こ
マ
ー
ク
で
お

な
じ
み
の
「
の
り
た
ま
」
が
１
〜
３
位

「
素
材
の
食
感
を
追
求
し
た
逸
品
、

ソ
フ
ト
ふ
り
か
け
の
草
分
け
」と
高
い
評
価

　

山
口
県
で
は
、
７
月
20
日
か
ら
21

日
に
か
け
て
降
り
続
い
た
豪
雨
「
平

成
21
年
７
月 

中
国
・
九
州
北
部
豪

雨
」
に
よ
り
、
防
府
市
や
山
口
市
な

今年の夏、豪雨や副振動などの自然災害が発生

車も河川の濁流に沈みました
（玉江、７月21日）

　

７
月
15
日
、
山
口
県
北
部
の
沿
岸

沿
岸
な
ど
で
、
海
面
の
潮
位
が
急
激

に
変
化
す
る
「
副
振
動
」
と
み
ら
れ

る
現
象
が
起
き
、
田
万
川
の
江
崎
地

区
な
ど
を
中
心
に
、
住
宅
な
ど
の
浸

水
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

後
小
畑
の
海
岸
で
、
15
日
午
後
４

時
の
満
潮
時
に
、
通
常
よ
り
59
㎝

高
い
１
ｍ
33
㎝
の
最
高
潮
位
を
記
録
。

江
崎
や
須
佐
、
椿
東
地
区
で
家
屋
へ

の
浸
水
53
棟
の
建
物
被
害
、
木
橋
の

流
失
や
自
動
車
浸
水
等
の
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。

　

副
振
動
の
発
生
は
予
測
が
困
難
で
、

萩
で
は
初
め
て
の
被
害
発
生
と
な
り

ま
し
た
。

江
崎
地
区
な
ど
萩
市
で
初
め
て「
副
振
動
」に
よ
る
被
害
が
発
生

「
中
国
・
九
州
北
部
豪
雨
」
市
内
全
域
に
多
大
な
被
害

ど
多
く
の
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　

萩
市
に
お
い
て
も
、

21
日
、
市
内
の
ほ
ぼ
全

域
で
１
時
間
雨
量
が
30

㎜
を
超
え
、
萩
地
域
で

は
49
㎜
、
須
佐
地
域
で

は
53
㎜
を
記
録
し
、
７

月
観
測
史
上
記
録
的
雨

量
を
観
測
し
ま
し
た
。

　

萩
で
は
、
人
的
被

害
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
国
道
１
９
１
号
や

国
道
２
６
２
号
の
通
行

止
め
、
家
屋
へ
の
浸
水

（
１
５
２
棟
）、
市
道
の
法
面
崩
壊
等

の
道
路
障
害
、
農
地
の
冠
水
、
萩
往

還
の
一
部
が
崩
壊
す
る
な
ど
多
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

７
月
観
測
史
上
、
記
録
的
雨
量

　

７
月
下
旬
、
萩
の
橋
本
川
、
河
添
河

川
公
園
に
ア
ザ
ラ
シ
が
出
現
し
ま
し
た
。

新
聞
や
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
の
「
サ
ン
デ
ー

モ
ー
ニ
ン
グ
」、
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
「
と

く
ダ
ネ
」
な
ど
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
も

報
道
さ
れ
、
ご
存
知
の
方
も
多
い
の
で

は
。

　

最
初
に
姿
を
見
せ
た
の
は
７
月
25
日
。

体
長
1.5
ｍ
ほ
ど
の
若
い
ア
ゴ
ヒ
ゲ
ア
ザ

ラ
シ
が
、
川
で
泳
い
だ
り
、
川
岸
で
寝

そ
べ
っ
た
り
。
夏
休
み
の
た
め
、
連
日

多
く
の
家
族
連
れ
が
つ
め
か
け
、
と
き

た
ま
姿
を
見
せ
る
ア
ザ
ラ
シ
に
「
か
わ

萩
市
見
島
や
宇
部
な
ど
各
地
で
出
没
し

て
い
る
も
の
の
、
ア
ゴ
ヒ
ゲ
ア
ザ
ラ
シ

の
出
現
と
な
る
と
、
関
東
地
方
以
南

で
は
「
タ
マ
ち
ゃ
ん
」「
ナ
カ
ち
ゃ
ん
」

と
並
ぶ
珍
事
で
す
』
と
の
こ
と
で
す
。

　

愛
嬌
あ
る
仕
草
で
、
萩
の
ま
ち
に
明

る
い
話
題
を
残
し
て
、
８
月
に
は
姿
を

見
せ
な
く
な
り
ま
し
た
。

に
入
る
な
か
、
し
そ
わ
か
め
は
堂
々
の

４
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
。

　

や
わ
ら
か
く
適
度
な
歯
ご
た
え
の
わ

か
め
を
素
材
に
、
し
そ
、
ご
ま
、
か
つ

お
だ
し
の
味
付
け
で
素
材
の
食
感
を
追

求
し
た
逸
品
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
ふ
り
か

け
の
草
分
け
と
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　

し
そ
わ
か
め
が
登
場
す
る
と
芸
能
人

か
ら
も
「
こ
れ
知
っ
て
る
」「
お
い
し

い
ん
だ
よ
ね
」
の
声
。
萩
の
人
に
お
馴

染
み
の
し
そ
わ
か
め
は
、
ご
飯
の
友
と

し
て
全
国
の
ご
家
庭
で
も
愛
さ
れ
て
い

ま
す
。

■
注
文
・
問
い
合
わ
せ　

井
上
商
店（
東

浜
崎
町
）（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
８
１
２
）

珍事
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萩
焼
新
進
作
家
３

　

今
、
私
に
は
６
歳
の
息
子
が
い
ま
す
。

そ
の
息
子
が
「
大
き
く
な
っ
た
ら
焼
物

を
作
る
人
に
な
り
た
い
。」
と
言
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
日
に
よ
っ
て
は
「
郵

便
屋
さ
ん
に
な
り
た
い
。」「
お
ま
わ
り

さ
ん
に
な
り
た
い
。」
と
か
言
う
の
で

す
が
、そ
の
中
で
も
、「
焼
物
を
作
る
人
」

が
圧
倒
的
に
多
い
で
す
。
振
り
返
れ
ば
、

私
の
幼
少
期
も
そ
う
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。　
　

　

窯
元
で
生
ま
れ
育
ち
、
萩
焼
作
家
と

な
る
。
多
く
の
萩
焼
作
家
さ
ん
が
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、
私
も
ま
た
自
然
と

そ
う
な
り
ま
し
た
。
思
う
に
、
萩
焼
は

全
国
的
に
有
名
な
焼
物
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
萩
に
は
焼
物
の
有
名
な
他

地
域
の
よ
う
に
育
成
施
設
が
な
い
。
こ

の
環
境
は
特
別
な
も
の
で
、
自
ず
と
親

か
ら
子
ど
も
へ
、
子
ど
も
か
ら
孫
へ
と
、

し
か
る
べ
く
代
々
伝
わ
る
も
の
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
、
窯
を
立

ち
上
げ
る
だ
け
で
も
家
一
軒
建
て
る
く

ら
い
の
お
金
は
掛
か
り
ま
す
。
一
代
で

元
を
取
る
に
は
リ
ス
ク
が
高
い
の
で
、

独
立
で
は
な
く
、
跡
を
継
ぐ
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

本
格
的
に
萩
焼
作
家
に
な
る
こ
と
を

決
め
た
の
は
、
高
校
２
年
の
進
路
を
決

め
る
と
き
で
す
。
そ
し
て
岡
山
の
芸
術

科
学
大
学
に
進
学
し
、
備
前
焼
を
学
び

ま
し
た
。
同
じ
焼
物
の
世
界
で
、
造
形

の
大
切
さ
を
知
り
、
ご
ま
か
し
の
効
か

な
い
世
界
で
あ
る
こ
と
を
学
び
、
色
々

な
焼
物
の
有
名
な
地
域
か
ら
来
て
い
る

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
、
釉
薬
の
テ
ス
ト
、

土
の
調
合
の
情
報
交
換
を
し
ま
し
た
。

大
学
院
と
あ
わ
せ
岡
山
で
焼
物
を
学
び

過
ご
し
た
６
年
間
が
萩
焼
作
家
・
兼
田

知
明
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

卒
業
後
、
帰
郷
し
、
父
・
八
代
目
兼

田
佳
炎
に
師
事
し
、
い
よ
い
よ
萩
焼
作

家
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
雑
用

を
こ
な
し
な
が
ら
、
萩
焼
を
制
作
す
る
。

一
般
的
な
陶
芸
家
の
下
積
み
時
代
と
変

わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
２
年
目
と

な
る
26
歳
の
と
き
、
グ
ル
ー
プ
展
に
出

展
し
な
い
か
と
い
う
お
話
を
頂
き
、
比

較
的
早
い
段
階
で
自
分
の
作
品
を
作
ら

せ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

当
時
、
自
分
の
作
品
が
溜
ま
っ
て
な

く
、
も
ち
ろ
ん
日
常
の
業
務
と
雑
用
を

こ
な
し
な
が
ら
で
し
た
の
で
、
時
間
に

追
わ
れ
な
が
ら
の
出
品
作
品
の
制
作
と

な
り
、
結
構
大
変
な
思
い
を
し
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

作
品
が
人
の
目
に
映
り
、
手
に
触
れ
る

も
の
な
の
だ
と
考
え
る
と
、
下
手
な
も

の
は
作
れ
な
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な

り
、
萩
焼
作
家
と
し
て
の
自
覚
が
芽
生

え
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
後
、
兼
田
知
明
と
し
て
の
作

品
を
制
作
す
る
よ
う
に
な
り
、
目
指
す

と
こ
ろ
は
、
著
名
な
先
生
方
の
作
品
が

そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
一
目
見
た
だ
け

で
兼
田
知
明
の
作
品
だ
と
判
る
も
の
を

制
作
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
若
手

萩
焼
作
家
の
多
く
が
追
い
求
め
る
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
確
立
に
向
か
っ
て
い
く

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

当
初
は
造
形
的
な
も
の
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
き
ま
し
た
が
、
私
に
向
い
て

い
な
い
の
か
、
制
作
し
て
も
楽
し
く
な

く
、
器
を
作
っ
た
方
が
楽
し
い
こ
と
に

気
付
き
、
現
段
階
で
は
出
品
作
品
は
器

を
主
に
制
作
し
、
黒
彩
シ
リ
ー
ズ
に
て

少
し
ず
つ
兼
田
知
明
を
認
知
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
と
は

い
え
、
今
後
ど
の
よ
う
な
も
の
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
嵌
っ
て
い
く
の
か
は
分
か

ら
ず
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
を
追
い
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

努
力
を
惜
し
ま
ず
活
動
す
る
こ
と
で

評
価
を
し
て
く
れ
る
人
が
出
て
く
る
と

思
い
な
が
ら
、
唯
ひ
た
す
ら
陶
芸
活
動

に
励
む
の
み
で
す
。

勝
景
庵 

兼
田
佳
炎
窯

兼
田
知
明
さ
ん

1976 年生まれ。94 年萩高等学校卒業、96
年倉敷芸術科学大学に進学、00 年同卒業後
同大学院に進学、02 年同大学院卒業後、同
年萩に戻り、父、八代兼田佳炎に師事する。
07 年／日本陶芸展入選、西部工芸展・西部
支部長賞受賞、現在形の陶芸・萩大賞展入選
08 年／西部工芸展激励賞受賞、西日本陶芸
展第二部大賞受賞

■勝景庵 兼田佳炎窯：萩市椿東前小畑１区
　4831-3　TEL 0838・22・6168

若
手
と
い
う
チ
ャ
ン
ス

（
萩
市
椿
東
在
住
、萩
高
平
成
６
年
卒 

33
歳
）

黒
彩
シ
リ
ー
ズ

第42回西部工芸展 支部長賞受賞作品「萩黒彩鉢」

備
前
で
学
ぶ

育
成
施
設
の
な
い
萩
焼
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萩 芸術・文芸の広場

萩
博
物
館
だ
よ
り

（
☎
０
８
３
８
・
２
５
・
６
４
４
７
）

の
歴
史
を
目
撃
し
た
80
点
あ
ま
り
の

品
々
を
紹
介
し
ま
す
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

年
中
無
休　

※
９
月
４
日
（
金
）
は
臨
時
休
館

観
覧
料　

大
人
５
０
０
円
、
高
・

大
学
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
円

駐
車
場　

普
通
車
66
台　

１
回
３
０

０
円
（
萩
市
民
の
方
が
同
乗
し
、
免

許
証
な
ど
市
民
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
も
の
を
提
示
す
れ
ば
無
料
）

没
後
一
〇
〇
年
記
念

９
月
12
日
㈯
〜
11
月
18
日
㈬

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
だ
よ
り
（
☎
０
８
３
８・２
４・２
４
０
０
）

【
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
出
発
点
】

沈
没
船
、
貿
易
都
市

陶
磁
器
、
茶
文
化

８
月
29
日
㈯
〜
10
月
12
日
㈪
㈷

福
建

　

福
建
省
沿
岸
の
海
で
発
見
さ
れ
た

沈
没
船
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
た
陶
磁

器
、
貿
易
都
市
で
発
見
さ
れ
た
国
際

色
豊
か
な
文
物
な
ど
を
通
じ
て
、
海

の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
拠
点
・
福
建
の

歴
史
と
文
化
を
紹
介
。

青
釉
四
耳
壺　
　
　

福
建
博
物
院
所
蔵

　

日
本
は
、
ア
ジ
ア
で
最
初
の
近
代

的
な
立
憲
国
家
を
建
設
し
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
、
憲
法
制
定
や
国
会
開

設
な
ど
に
尽
く
し
た
初
代
総
理
大
臣

伊
藤
博
文
の
功
績
は
大
き
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
日
本
の
近
代
国
家
建
設

を
め
ざ
し
た
伊
藤
博
文
の
軌
跡
を
た

ど
り
ま
す
。

　

明
治
天
皇
よ
り
下か

し賜
さ
れ
た
金き

ん
し糸

き
ら
び
や
か
な
大
礼
服
や
、
公
の
最

後
の
揮
毫
の
ひ
と
つ
で
初
公
開
と
な

る
掛
け
軸
、
暗
殺
さ
れ
た
と
き
に
着

て
い
た
血
染
め
の
シ
ャ
ツ
な
ど
激
動

※
10
月
13
日
（
火
）
〜
19
日
（
月
）

は
展
示
替
え
に
と
も
な
う
臨
時
休
館
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　

月
曜
日

※
９
月
21
日
（
月
・
祝
）、
10
月
12

日
（
月
・
祝
）
は
開
館
。

観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円
、70
歳

以
上
・
学
生
８
０
０
円

◆
陶
芸
展
示
施
設

　

萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
の
隣
接

地
に
、
来
年
秋
に
開
館
予
定
。
そ
れ

に
あ
わ
せ
、
平
成
22
年
度
「
伝
統
的

工
芸
品
月
間
国
民
会
議
全
国
大
会
」

が
萩
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

◦
浮
世
絵
展
示

「
相
撲
絵
」

８
月
29
日（
土
）

〜
10
月
12
日（
月
・
祝
）

　

萩
藩
お
抱
え
力
士
、
阿お

う
の武
松ま

つ

緑
み
ど
り

之の

助す
け

（
写
真
）、越
ヶ
浜
岩い

わ
ご
ろ
う

五
郎
な
ど
。

◎
フ
ラ
ン
ス
の
浮
世
絵
師

　

ア
ン
リ
・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
展

　
　
　

10
月
20
日
㈫
〜
12
月
６
日
㈰

　

影
絵
劇
の
幻
想
的
な
作
品
や
、
ブ

ル
タ
ー
ニ

ュ
地
方
の

自
然
を
明

る
い
色
彩

で
描
い
た

版
画
な
ど

を
紹
介
。

　

見
島
ウ
シ
と
、
そ
の
見
島
ウ
シ
を
守

り
育
て
続
け
る
農
家
の
暮
ら
し
ぶ
り
を

紹
介
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
「
こ
ん
な
ス

テ
キ
な
に
っ
ぽ
ん
が 
島
の
和
牛 

守
り

続
け
て
〜
山
口
県
見
島
〜
」
が
、
４
月

全
国
放
映（
５
月
再
放
送
）さ
れ
ま
し
た
。

　

見
島
ウ
シ
は
、
一
時
30
頭
ま
で
激
減

し
ま
し
た
が
、
現
在
８
軒
の
農
家
が
約

90
頭
を
飼
育
。
番
組
で
は
、
７
代
に
わ

た
り
見
島
ウ
シ
を
育
て
続
け
て
い
る
山

根
和
夫
さ
ん（
59
歳
）、
恭や

す
こ子

さ
ん（
80

歳
）の
暮
ら
し
ぶ
り
と
、
10
か
月
間
育

今
年
は
丑
年

　

宮
本
常
一
は
生
涯
の
大
半
を
旅
に
捧

げ
た
民
俗
学
者
で
し
た
。
全
国
各
地
を

く
ま
な
く
歩
き
廻
り
、
町
や
村
と
そ
こ

に
生
き
る
人
々
の
姿
を
文
字
に
記
録
す

る
一
方
、
メ
モ
代
わ
り
に
写
真
を
撮
り

続
け
ま
し
た
。
昭
和
30
年
か
ら
26
年
間

に
撮
影
し
た
カ
ッ
ト
数
約
10
万
枚
の
中

か
ら
、
８
５
０
枚
の
写
真
と
、
説
明
に

は
宮
本
の
著
作
や
日
記
か
ら
引
用
。

　

萩
の
見
島
で
は
、
漁
網
の
上
で
う
た

た
寝
を
す
る
男
の
子
や
、
稲
刈
り
前
の

水
落
し
の
日
、
そ
の
水
で
洗
濯
を
す
る

母
親
の
ま
わ
り
で
水
遊
び
に
興
じ
る
子

ど
も
た
ち
な
ど
、
人
と
暮
ら
し
に
注
が

れ
た
、
な
ん
と
も
い
え
な
い
あ
た
た
か

い
視
線
が
ど
の
写
真
に
も
あ
り
ま
す
。

て
た
子
牛
が
島
か
ら
出
荷
さ
れ
る
様
子

を
、
作
家
の
立

た
て
ま
つ松

和わ
へ
い平

さ
ん
が
紹
介
。

Ａ
５
判
／
２
５
５
ペ
ー
ジ
、
価
格
：
各

２
９
４
０
円
、
発
行
：
毎
日
新
聞
社

※
昭
和
35
年
〜
40
年
代
の
、
見
島
や
川

上
な
ど
の
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

宮
本
常
一
著

「エッフェル塔三十六景 扉絵」

天下泰平の夢 海の子はこうして育つ（昭和37年・見島）
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レ
イ
ン　

オ
ン　

ザ　

ル
ー
フ

　
　
　
（
０
３
・
３
４
８
７
・
８
８
１
１
）

■
萩
焼
守
繁
栄
徹
傘
寿
記
念
作
陶
展

栄
徹
井
戸
の
陶
世
界

10
月
20
日
（
火
）
〜
25
日
（
日
）

京
都
府
京
都
市
左
京
区
南
禅
寺
下
河
原

町
61　

京
都
野
村
美
術
館

　
　
　
（
０
７
５
・
７
５
１
・
０
３
７
４
）

■
萩
商
工
同
窓
会
広
島
支
部
総
会

　

広
島
地
区
の
萩
商
業
、
萩
工
業
の
同

窓
会
。

９
月
12
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜

広
島
県
広
島
市
南
区
的
場
町　

ホ
テ
ル

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
広
島
21

　
　
　
（
０
８
２
・
２
６
３
・
３
１
１
１
）

■
そ
ご
う
広
島
店
本
館
開
館
35
周
年
記

念　

三
輪
和
彦　

大
地
を
詩
う
展

■
タ
ッ
チ
フ
ァ
イ
ヤ
ー　

女
性
芸
術
家

に
よ
る
日
本
の
現
代
陶
芸
展

　

三
輪
華
子
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

10
月
９
日
（
金
）
〜
２
月
28
日
（
日
）

ア
メ
リ
カ　

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ　

ス

ミ
ス
カ
レ
ッ
ジ
美
術
館

■
Ｉ
ｓ
Ｌ
Ａ
O　

エ
ミ
リ
ア
・
ロ
マ
ー

ニ
ャ
日
本
祭

　

金
子
司
が
参
加
し
ま
す
。

10
月
15
日
（
木
）
〜
28
日
（
水
）

イ
タ
リ
ア　

フ
ァ
エ
ン
ツ
ァ　

カ
ル
ロ

ザ
ウ
リ
美
術
館

■
東
京
指
月
会

　

関
東
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

10
月
24
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

東
京
都
千
代
田
区　

日
本
工
業
倶
楽
部

（
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
丸
の
内
北
口
）

　
　
　
（
０
３
・
３
２
８
１
・
１
７
１
１
）

■
萩
商
工
同
窓
会
関
東
支
部
総
会

　

関
東
地
区
の
萩
商
業
、
萩
工
業
の
同

窓
会
。

11
月
７
日
（
土
）
午
後
３
時
〜

東
京
都
港
区
南
青
山
１
︲
24
︲
４　

ホ

テ
ル
は
あ
と
い
ん
乃
木
坂

　
　
　
（
０
３
・
３
４
０
３
・
０
５
３
１
）

■
東
京
須
佐
会

　

関
東
地
区
の
須
佐
地
区
同
郷
会
。

11
月
14
日
（
土
）
正
午
〜

東
京
都
港
区
高
輪
４
︲
10
︲
56　

日
立

金
属　

高
輪
和
彊
館

　
　
　
（
０
３
・
３
４
４
３
・
１
７
１
７
）

■
岡
田
裕
作
陶
展

９
月
22
日
（
火
・
祝
）
〜
28
日
（
月
）

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
１

︲
６
︲
２　

そ
ご
う
大
宮
店

　
　
　
（
０
４
８
・
６
４
６
・
２
１
１
１
）

■
や
ま
ぐ
ち
地
酒
維
新

　

山
口
県
の
地
酒
を
堪
能
で
き
ま
す
。

　

萩
の
中
村
酒
造
、
岩
崎
酒
造
、
岡
崎

酒
造
場
、
澄
川
酒
造
場
、
八
千
代
酒
造

が
参
加
し
ま
す
。（
参
加
費
５
０
０
０

円
、
先
着
２
０
０
人
、
要
予
約
）

10
月
４
日
（
日
）
午
後
６
時
30
分
〜

東
京
都
港
区
高
輪
４
︲
10
︲
30　

品
川

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
メ
イ
ン
タ
ワ
ー
）

（
問
）
山
口
県
酒
造
組
合

　
　
　
（
０
８
３
・
９
７
３
・
１
７
１
０
）

■
下
瀬
信
雄
写
真
展

　
　
「
風
の
中
の
日
々
Ⅳ
」

■
鎌
倉
市
姉
妹
都
市
（
萩
市
、
上
田
市
、

足
利
市
、
鎌
倉
市
）
物
産
展

　

萩
市
か
ら
、
か
ま
ぼ
こ
、
海
産
物
、

夏
み
か
ん
製
品
等
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

両
日
と
も
萩
大
志
館
に
よ
る
、「
金

太
郎
」無
料
試
食
会
が
行
わ
れ
ま
す（
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
）。

10
月
９
日（
金
）、
10
日（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
５
時（
10
日
は
４
時
ま
で
）

鎌
倉
市
小
町
１
︲
10
︲
５

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
問
）
萩
市
商
工
課

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
０
８
）

■
金
子
信
彦
作
陶
展

10
月
14
日
（
水
）
〜
21
日
（
水
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
１
︲
４
︲

１　

日
本
橋
三
越
本
店

　
　
　
（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■
萩
・
世
田
谷
幕
末
維
新
祭
り　

吉
田

松
陰
先
生
１
５
０
年
祭
記
念
萩
観
光
物

産
展

　

萩
市
か
ら
、
夏
み
か
ん
菓
子
、
萩
焼
、

地
酒
、
海
産
物
等
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

10
月
24
日（
土
）、
25
日（
日
）午
前
10
時

〜
午
後
６
時（
25
日
は
５
時
30
分
ま
で
）

東
京
都
世
田
谷
区

　

松
陰
神
社
入
口
若
林
公
園
前

（
問
）
萩
商
工
会
議
所

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
３
３
３
）

■
長
州
・
大
江
戸
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

日
本
橋
お
い
で
ま
せ
山
口
館
か
ら
世

田
谷
区
の
松
陰
神
社
ま
で
、
山
口
県
ゆ

か
り
の
地
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
。

10
月
25
日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
３
時

（
問
）
山
口
県
東
京
事
務
所

　
　
　
（
０
３
・
３
５
０
２
・
３
３
５
５
）

■
十
二
代
三
輪
休
雪　

愛
壷
展

11
月
18
日
（
水
）
〜
24
日
（
火
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
１
︲
４
︲

１　

日
本
橋
三
越
本
店

　
　
　
（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■
萩
の
器
と
う
ま
い
も
の
展

　

金
太
郎
の
ほ
か
、
萩
ガ
ラ
ス
や
雑

貨
・
お
菓
子
・
工
芸
品
な
ど
を
展
示
販

売
。
金
太
郎
の
無
料
試
食
や
「
金
太
郎

ラ
ン
チ
＆
デ
ィ
ナ
ー
」
テ
ス
ト
販
売
も
。

11
月
20
日
（
金
）
〜
23
日
（
月
・
祝
）

東
京
都
港
区
北
青
山
３
︲
６
︲
26　

Ｒ

ｉ
ｎ
（
０
３
・
６
４
１
８
・
７
０
２
４
）

■
萩
ガ
ラ
ス
展

11
月
25
日
（
水
）
〜
12
月
６
日
（
日
）

東
京
都
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋
２
︲
14
︲

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

海　

外

関
西
地
区

関
東
地
区

10 月７日（水）〜 20 日（火）
東京都中央区銀座７ｰ 10 ｰ１
銀座ニコンサロン（03・5537・1469）

　

ま
だ
ま
だ
脂
が
の
っ
た
「
瀬
つ
き
あ

じ
」、
柔
ら
か
く
甘
み
と
旨
み
い
っ
ぱ

い
の
「
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
」、
そ
し
て
今

や
“
超
”
の
つ
く
高
級
魚
「
あ
ま
だ
い
」

な
ど
、
萩
沖
の
日
本
海
で
獲
れ
た
魚
を
、

水
揚
げ
さ
れ
た
そ
の
日
の
２
時
頃
、
店

頭
へ
お
届
け
し
ま
す
。
首
都
圏
に
お
住

ま
い
の
皆
様
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
萩
の

味
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

９
月
９
日
（
水
）
〜
15
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
午
後
８
時

東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂
２
︲
24
︲
１
渋

谷
・
東
急
本
店
（
地
下
１
階
食
品
売
場
）

紀
ノ
国
屋
渋
谷
店
（
０
３
・
３
４
７
７
・

３
１
１
１
）
渋
谷
駅
か
ら
徒
歩
５
分

朝
水
揚
げ
さ
れ
た
萩
の
魚
を
、

夕
方
の
食
卓
に
！

渋
谷
で「
萩
の
お
魚
フ
ェ
ア
」

初

日
本
伝
統
工
芸
展

　

陶
芸
家　

岡
田
泰
、
岡
田
裕
、
野

坂
和
左
、
波
多
野
善
蔵
、
松
尾
藻
風
、

松
尾
優
子
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

◆
東
京
展　

９
月
25
日（
金
）〜
10
月

４
日（
日
）
日
本
橋
三
越
本
店

◆
名
古
屋
展　

10
月
６
日（
火
）〜
12

日（
月
・
祝
）
名
古
屋
栄
三
越

◆
京
都
展　

10
月
21
日（
水
）〜
26
日

（
月
）
京
都
高
島
屋

◆
金
沢
展　

10
月
30
日（
金
）〜
11
月

８
日（
日
）
石
川
県
立
美
術
館

第
56
回

中
国
地
区
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坂
純
子
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

11
月
14
日
（
土
）
〜
23
日
（
月
・
祝
）

福
岡
県
福
岡
市
早
良
区
百
道
浜
１
︲
３

︲
70
ハ
イ
ア
ッ
ト
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
ス

ウ
ィ
ー
ト
福
岡
１
Ｆ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
一

番
館
（
０
９
２
・
８
４
１
・
０
０
５
０
）

■
岡
田
裕
作
陶
展

11
月
17
日
（
火
）
〜
23
日
（
月
・
祝
）

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神
２
︲
１
︲

１　

福
岡
三
越
（
０
９
２
・
７
２
４
・
３

１
１
１
）

■
「
松
陰
先
生
の
ふ
る
さ
と
ー
維
新
の

里
を
め
ぐ
り
て
」
改
訂
版

　

維
新
の
里
地
図
、
史
跡
解
説
な
ど
。

Ａ
５
判
／
96
ペ
ー
ジ
／
８
０
０
円

発　

行　

維
新
の
里
づ
く
り
協
議
会

　
　
（
０
８
３
８
・
２
２
・
４
６
４
３
）

■
産
経
新
聞
東
日
本
版　

９
月
13
日
号

　

連
載
コ
ー
ナ
ー
「
探
訪
」
で
、
萩
が

特
集
。
夕
景
、
夜
景
が
大
き
な
写
真
で

紹
介
。「
産
経
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
に
も

掲
載
さ
れ
ま
す
。

■
週
刊
新
潮　

７
月
30
日
号

　
「
し
ま
め
ぐ
り
」
で
相
島
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
『
相
島
の
名
産
は
ス
イ
カ
。「
萩
ス
イ

カ
」「
相
島
ス
イ
カ
」
の
名
で
知
ら
れ
、

年
間
５
万
個
近
く
、
山
口
県
全
体
の
過

半
数
を
生
産
す
る
。』

価　

格　

３
２
０
円

■
井
筒
屋
１
周
年
記
念　

郷
土
の
作

家
・
藤
崎
恒
頼
新
作
絵
画
展

９
月
30
日
（
水
）
〜
10
月
６
日
（
火
）

山
口
市
中
市
町
３
︲
３　

山
口
井
筒
屋

　
　
　
（
０
８
３
・
９
０
２
・
１
１
１
１
）

■
ベ
ア
テ
ィ
ル
・
ペ
ア
ソ
ン
作
陶
展

11
月
６
日
（
金
）
〜
10
日
（
火
）

山
口
市
後
河
原
１
２
１　

ギ
ャ
ラ

リ
ー
・
ラ
・
セ
ー
ヌ

　
　
　
（
０
８
３
・
９
２
２
・
４
０
０
９
）

■
未
来
の
古
典
・
同
時
代
の
邦
楽

　

萩
出
身
の
作
曲
家　

山
本
和
智
さ
ん

（
東
京
都
在
住
、
33
歳
）
が
、
箏
と
三

味
線
の
た
め
に
作
曲
し
た
作
品
を
披
露
。

９
月
18
日
（
金
）、
19
日
（
土
）
午
後

５
時
〜
解
説
、
午
後
６
時
30
分
〜
開
演

萩
市
江
向 

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上

記
念
館（
０
８
３
８
・
２
４
・
２
４
０
０
）

■
赫か

く

の
会
展

　

藤
崎
恒
頼
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

９
月
18
日
（
金
）
〜
22
日
（
火
・
祝
）

萩
市
江
向　

萩
市
民
館
小
ホ
ー
ル

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
１
２
３
４
）

■
大
屋
窯
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｅ

10
月
９
日
（
金
）
〜
12
日
（
月
・
祝
）

萩
市
椿
９
０
５　

大
屋
窯

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
２
・
７
１
４
１
）

■
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
コ
ン
サ
ー
ト

◦
ベ
ニ
ー
・
グ
ッ
ド
マ
ン
生
誕
１
０
０

年
記
念　

ケ
ン
・
ペ
プ
ロ
ウ
ス
キ
ー　

キ
ャ
ロ
ル
・
ウ
ェ
ル
ス
マ
ン　

ス
イ
ン

グ
・
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ズ

　

ジ
ャ
ズ
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
巨
匠
ケ

10
月
６
日
（
火
）
〜
12
日
（
月
・
祝
）

広
島
県
広
島
市
中
区
基
町
６
︲
27　

そ

ご
う
広
島
店

　
　
　
（
０
８
２
・
２
２
５
・
２
１
１
１
）

■
内
村
幹
雄
作
陶
展

10
月
13
日
（
火
）
〜
19
日
（
月
）

広
島
県
福
山
市
元
町
１
︲
１　

天
満
屋

福
山
店（
０
８
４
・
９
２
７
・
２
１
１
１
）

■
山
口
指
月
会

　

山
口
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

10
月
18
日
（
日
）
午
後
６
時
〜

山
口
市
湯
田
温
泉　

翠
山
荘

　
　
　
（
０
８
３
・
９
２
２
・
３
８
３
８
）

■
山
口
県
立
山
口
博
物
館

◦
吉
田
松
陰
没
後
１
５
０
年
記
念
展
示

　

吉
田
松
陰
と
門
下
生

　

山
口
県
文
書
館
の
協
力
を
得
、
没
後

１
５
０
年
を
迎
え
た
吉
田
松
陰
と
、
門

下
生
の
関
連
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

９
月
16
日
（
水
）
〜
11
月
15
日
（
日
）

山
口
市
春
日
町
８
︲
２
山
口
県
立
山
口

博
物
館（
０
８
３
・
９
２
２
・
０
２
９
４
）

吉
村
高
男
さ
ん　
　
（
山
口
県
山
口
市
）

西
村
雅
子
さ
ん　
　
（
広
島
県
府
中
町
）

水
津
稔
さ
ん　
　
　
（
広
島
県
尾
道
市
）

大
澤
節
子
さ
ん　
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

渡
辺
裕
子
さ
ん　
　
（
愛
知
県
一
宮
市
）

大
石
充
紀
子
さ
ん　
（
愛
知
県
知
多
市
）

眞
坂
千
亜
樹
さ
ん（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

岡
田
綾
子
さ
ん　
　
（
埼
玉
県
狭
山
市
）

西
平
真
理
子
さ
ん　
　
（
広
島
県
呉
市
）

三
坂
節
子
さ
ん（
神
奈
川
県
茅
ケ
崎
市
）

松
尾
優
子
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

山
本
寿
三
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

吉
田
悦
子
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

川
口
正
人
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

賀
屋
純
枝
さ
ん（
神
奈
川
県
茅
ケ
崎
市
）

木
戸
洋
子
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

伊
藤
真
一
さ
ん　
　
（
千
葉
県
流
山
市
）

澤
本
剛
成
さ
ん　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

長
岡
忠
孝
さ
ん　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

鈴
木
康
温
さ
ん　
　
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

横
木
稔
郎
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

木
戸
孝
之
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

神
田
明
夫
さ
ん　
　
（
東
京
都
板
橋
区
）

北
野
紘
文
さ
ん　
　
（
山
口
県
下
関
市
）

南
崎
歯
科
医
院　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

倉
増
猛
さ
ん　
　
（
北
海
道
岩
見
沢
市
）

近
江
郁
宣
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

大
和
一
雄
さ
ん　
（
福
岡
県
北
九
州
市
）

山
本
覚
さ
ん　
　
　
　
（
愛
知
豊
田
市
）

浜
田
和
子
さ
ん　
　
（
山
口
県
柳
井
市
）

渡
辺
剛
さ
ん　
　
　
（
埼
玉
県
所
沢
市
）

内
富
健
太
さ
ん　
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

広
瀬
大
輔
さ
ん　
　
（
群
馬
県
太
田
市
）

岩
瀬
和
江
さ
ん　
　
（
千
葉
県
千
葉
市
）

髙
津
出
穂
さ
ん　
　
（
山
口
県
山
口
市
）

津
守
豊
さ
ん　
　
　
（
広
島
県
海
田
町
）

本
尾
朋
子
さ
ん　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

田
邊
壽
男
さ
ん　
　
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）

田
子
直
美
さ
ん　
　
（
埼
玉
県
久
喜
市
）

新
屋
嘉
彦
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

和
田
芳
夫
さ
ん　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

岡
村
昭
二
さ
ん　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

松
屋
隆
士
さ
ん　
　
（
福
岡
県
行
橋
市
）

野
村
茂
登
さ
ん　
（
神
奈
川
県
厚
木
市
）

ン
・
ペ
プ
ロ
ウ
ス
キ
ー
と
、
カ
ナ
ダ
の

歌
姫
キ
ャ
ロ
ル
・
ウ
ェ
ル
ス
マ
ン
の
カ

ル
テ
ッ
ト
が
夢
の
共
演
。

10
月
21
日
（
水
）
午
後
７
時
、９
時
（
２

回
公
演
）、
入
場
料　

７
０
０
０
円

萩
市
土
原
２
９
１
︲
１
喫
茶　

ヴ
ィ

レ
ッ
ジ（
０
８
３
８
・
２
５
・
６
５
９
６
）

■
現
代
陶
芸
薩
長
連
合
展

　

萩
焼
52
点
、
薩
摩
焼
21
点
が
展
示
さ

れ
る
予
定
で
す
。

11
月
７
日
（
土
）
〜
29
日
（
日
）

萩
市
呉
服
町　

旧
久
保
田
家
住
宅

（
問
）
萩
市
商
工
課

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
６
３
８
）

■
萩
焼
ぎ
ゃ
ら
り
ぃ
彩
陶
庵
の
企
画
展

◦
濱
野
由
美　

暖
か
い
…
（
仮
題
）

11
月
20
日
（
金
）
〜
29
日
（
日
）

萩
市
呉
服
町
１
︲
３　

彩
陶
庵

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
１
０
）

■
九
州
指
月
会

　

九
州
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

９
月
12
日
（
土
）
午
後
４
時
〜

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神
２
︲
６
︲

42　

平
和
楼

　
　
　
（
０
９
２
・
７
７
１
・
４
１
４
１
）

■
萩
商
工
同
窓
会
九
州
支
部

　

九
州
地
区
の
萩
商
業
、
萩
工
業
の
同

窓
会
。

10
月
24
日
（
土
）
午
後
０
時
30
分
〜

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
堺
町
１
︲

８
︲
14　

小
倉
飯
店

　
　
　
（
０
９
３
・
５
２
１
・
８
６
３
１
）

■
陶
芸
散
歩
の
会
会
員
展　

酒
器
展

（６月 24 日〜８月 25 日　44 人）

山
口
県
関
係

九
州
地
区

萩
市
関
係

新規（再）加入会員

出
版
情
報



1��009年９月（第89号）

◆萩市観光課　（0838・25・3139）
◆萩市観光協会（0838・25・1750）

萩・魚まつり 金太郎＆地魚フェア
10月11日（日）  9：30〜

萩往還ワンデーウォーク
10月17日（土）  9：00〜

萩・竹灯路物語
10月9日（金）〜11日（日） 18：00〜

　　　　

　

ウニ飯
材料（４人分）
◦生ウニ
　　（ムラサキウニもしくはアカウニ）
◦日本酒・しょうゆ・・・適量

作り方
①こぶを敷いた釜によく洗った米を入れ、普通
　のご飯を炊くときよりも少なめの水、それに
　日本酒としょうゆを適量加える。
　（水で戻して細切りにしたしいたけを加える
　場合もある。）
②火にかけて沸騰する直前に米の１割程度の生
　ウニを入れ、炊きあがったらよくかき混ぜる。
※具の増量のために細かく切ったさざえの身を
　混ぜたりすることもあります。

こだわり
阿武町　塩ウニ又は板ウニを使用。

「萩の名物、雲
う に
丹、おやき (焼きぬき

かまぼこ)に、ちしゃなます」と言う
言葉があるように、日本海の厳しい自
然の中で育ったウニは絶品。生ウニ、
しょうゆと酒で味をつけた海の幸いっ
ぱいのご飯。特にアカウニの一大産地
であった見島では、旅館や民宿の夕食
に「ウニ飯」がでてくる。

　

　萩市、阿武町の郷土料理 44 点
の材料や作り方を写真入りで紹介
するレシピ集（Ａ 4 判、22 ペー
ジ、300 円）を「萩元気食の会」

（岡野芳子会長、40 人）が発行。

「次世代につなげよう
郷土料理　萩地域版」

10月１日（木）～12日（月・祝）


